
定
し
た
日
本
と
の
軍
事
情
報

包
括
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ａ
＝
ジ
ー
ソ
ミ
ア
）
に
関

し
、
日
本
が
７
月
に
始
め
た

輸
出
規
制
強
化
措
置
を
撤
回

す
れ
ば
「
韓
国
も
協
定
を
再

検
討
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
「
両
国
関
係
を
７
月
以
前

に
戻
す
よ
う
願
う
」
と
強
調

し
、
日
韓
が
通
商
と
軍
事
分

野
で
緊
張
を
生
む
行
動
を

同
時
に
撤
回
し
解
決
を
図
る

こ
と
を
日
本
に
改
め
て
求
め

た
。

　

ま
た
元
徴
用
工
問
題
で
は

「
両
国
は
非
公
開
の
対
話
も

し
て
い
る
。
双
方
の
指
導
者

が
後
押
し
す
れ
ば
速
度
を
上

げ
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
解
決

を
模
索
す
る
折
衝
を
続
け
て

安
倍
首
相
と
２
４
日
に
も
会
談

懸
案
解
決
に
「
固
い
意
志
」

韓
国
大
統
領
の
親
書
伝
達
へ

世
界
経
済
の
リ
ス
ク
確
認

Ｇ
２
０
財
務
相
会
議
が
開
幕

水
産
庁
、
衝
突
映
像
を
公
開

Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
北
朝
鮮
船
事
故

伝
達
す
る
見
通
し
だ
。

　

李
氏
は
、
文
氏
が
元
徴
用

工
問
題
な
ど
の
日
韓
関
係
の

懸
案
解
決
に
「
固
い
意
志
を

持
っ
て
い
る
」と
強
調
し
た
。

親
書
で
は
こ
う
し
た
考
え
を

伝
え
る
と
み
ら
れ
る
。
親
書

に
加
え
、
安
倍
・
李
両
氏
の

会
談
も
関
係
改
善
に
つ
な
が

る
か
ど
う
か
注
目
さ
れ
る
。

　

李
氏
は
、
韓
国
が
破
棄
決

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
岡
坂
健

太
郎
】
天
皇
陛
下
の
「
即
位

礼
正
殿
の
儀
」
に
出
席
す
る

た
め
訪
日
す
る
韓
国
の
李
洛

淵
首
相
が
１
８
日
ま
で
に
共

同
通
信
と
単
独
会
見
し
、
文

在
寅
大
統
領
が
安
倍
晋
三
首

相
へ
親
書
を
送
る
方
針
だ
と

明
ら
か
に
し
た
。
２
４
日
ご

ろ
の
開
催
が
調
整
さ
れ
て
い

る
安
倍
氏
と
李
氏
の
会
談
で

込
ま
せ
る
リ
ス
ク
要
因
を
確

認
し
た
。
麻
生
太
郎
財
務
相

は
初
日
終
了
後
に
記
者
会
見

し
「
世
界
経
済
の
回
復
は
遅

れ
て
い
る
」
と
危
機
感
を
表

明
し
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
影

響
を
「
注
意
深
く
見
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ

た
。

政
府
、
年
内
に
も
決
定

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
１
８
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
会
合
を
首
相
官
邸
で
開
き
、
中
東
情
勢

の
悪
化
を
踏
ま
え
て
自
衛
隊
の
派
遣
を
本
格
的
に
検
討
す
る
よ
う
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。
イ
ラ
ン
沖
の
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
安
全
確
保
を
目
指
す
米
国
主
導
の
有
志
連
合
構
想
に
は
参
加
せ
ず
、
独
自
に
派
遣
す
る
方
針
だ
。
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
を
避
け
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
部
の
オ
マ
ー
ン
や
イ
エ
メ
ン
沖
に
艦
船
や
哨
戒
機
を
出
し
て
情
報
収
集
に
当
た
る

案
を
軸
に
年
内
に
も
決
定
す
る
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は
派
遣
根
拠
を
防
衛
省
設
置
法
の「
調
査・研
究
」と
説
明
し
た
。

中
東
に
自
衛
隊
独
自
派
遣
へ

共同通信と会見する韓国の李洛
淵首相＝１７日、ソウル（共同）

米
有
志
連
合
は
参
加
せ
ず

（１） ２０１９年第５３５２号  １０月 １９日 （土曜日）

記者会見する菅官房長官＝１８日
午後、首相官邸（共同）

る
状
況
に
は
な
い
」と
述
べ
、

自
衛
隊
派
遣
の
目
的
は
「
情

報
収
集
体
制
の
強
化
」
と
位

置
付
け
た
。
米
国
と
の
連
携

も
強
調
。
新
た
な
艦
船
の
派

遣
や
既
存
の
海
賊
対
処
部
隊

を
活
用
す
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
。

　

派
遣
対
象
の
海
域
案
と
し

て
、
オ
マ
ー
ン
湾
、
ア
ラ
ビ

ア
海
北
部
、
バ
ベ
ル
マ
ン
デ

ブ
海
峡
東
側
の
公
海
を
挙
げ

た
。
派
遣
時
期
は
「
こ
れ
か

ら
検
討
す
る
」
と
述
べ
る
に

と
ど
め
た
が
、
政
府
筋
は
年

内
に
も
派
遣
を
決
定
す
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

河
野
太
郎
防
衛
相
は
防
衛

省
で
記
者
団
に
、
現
時
点
で

派
遣
地
域
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

李
氏
は
「
２
人
の
最
高
指

導
者
が
歴
史
的
義
務
だ
と
考

え
（
日
韓
の
懸
案
を
）
解
決

し
て
く
れ
る
よ
う
望
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
に
私
が
使
い

を
務
め
る
」
と
語
っ
た
。
ま

た
「
２
人
（
両
首
脳
）
が
在

職
中
に
（
問
題
を
）
解
決
で

き
る
と
思
う
し
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
強
調
し
た
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
「
令
和

時
代
に
日
本
の
国
運
が
隆
盛

に
向
か
い
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
幸
福
で
あ
る
よ
う
祈
願
す

る
韓
国
の
国
民
と
私
の
気
持

年
内
に
も
元
院
長
書
類
送
検
へ

東
京
・
池
袋
母
子
死
亡
事
故

技
術
院
の
飯
塚
幸
三
元
院

長
（
８
８
）
が
手
足
の
震
え

や
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
が
起
き

る「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
」

を
含
ん
で
い
な
い
と
明
言
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
と
、

こ
れ
に
対
立
す
る
イ
ラ
ン
双

方
に
配
慮
し
、
両
国
と
関
係

が
近
い
日
本
政
府
の
立
場
を

活
用
し
て
対
立
緩
和
に
貢
献

す
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

有
志
連
合
構
想
は
７
月
に

米
軍
高
官
が
明
ら
か
に
し

た
。
日
本
政
府
は
態
度
を
保

留
し
て
い
た
。
英
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、バ
ー
レ
ー
ン
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
は

参
加
を
表
明
し
て
い
る
。

「
な
ぜ
今
」
戸
惑
い
広
が
る

自
衛
隊
内
、
派
遣
に
理
解
も

ち
を
伝
え
た
い
」と
話
し
た
。

　

李
氏
は
韓
国
紙
の
東
京
特

派
員
を
務
め
た
経
歴
を
持

ち
、
日
本
語
を
話
す
知
日

派
。
１
９
９
０
年
の
天
皇
陛

１
都
５
県
の
６
４
０
人
孤
立

交
通
寸
断
、
長
期
化
懸
念

　
【
共
同
】
記
録
的
な
大
雨

で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
台

風
１
９
号
の
上
陸
か
ら
１
週

間
を
前
に
、
１
都
５
県
の

６
４
０
人
が
い
ま
だ
に
孤
立

状
態
で
あ
る
こ
と
が
１
８

日
、
共
同
通
信
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
健
康
被
害
の
報
告

は
な
い
が
、
道
路
の
崩
落
や

橋
の
流
失
に
伴
い
、
車
で
通

行
で
き
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
、
長
期
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
１
都
５
県
は
福
島
、

埼
玉
、
東
京
、
新
潟
、
山
梨
、

静
岡
。
宮
城
は
孤
立
の
実
態

を
把
握
で
き
て
い
な
い
と
し

て
い
る
。

　
「
こ
こ
は
車
社
会
。
一
刻

も
早
く
行
き
来
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」

に
罹
患
し
て
い
た
疑
い
が
あ

る
こ
と
が
１
８
日
、
捜
査

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
警
視
庁
は
加
齢
に
よ
る

身
体
機
能
の
衰
え
や
認
知
症

な
ど
別
の
病
気
の
有
無
も
調

べ
、
運
転
操
作
へ
の
影
響
に

つ
い
て
詰
め
の
捜
査
を
進
め

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
世
論
調

査
会
社「
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
」

は
１
８
日
、
文
在
寅
大
統
領

の
支
持
率
が
２
０
１
７
年
５

月
の
就
任
以
降
で
最
低
と
な

る
３
９
％
に
落
ち
込
ん
だ
と

の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

同
社
調
査
で
の
こ
れ
ま
で
の

最
低
値
は
４
０
％
で
、
支
持

率
が
４
割
を
割
り
込
む
の
は

初
め
て
。
同
社
は
、
チ
ョ
国

前
法
相
の
辞
任
に
よ
り
、
検

察
改
革
に
期
待
し
て
い
た
支

持
層
が
離
脱
し
た
可
能
性
が

あ
る
と
分
析
し
た
。

　

文
氏
は
大
統
領
選
で
得
票

率
４
１
・
０
８
％
で
当
選
。

今
年
９
月
に
チ
ョ
氏
の
任
命

を
強
行
し
、
批
判
が
強
ま
っ

た
後
も
支
持
率
４
０
％
台
を

維
持
し
て
き
た
。
今
回
の
調

査
結
果
は
文
氏
を
強
固
に
支

持
し
て
き
た
層
が
離
れ
始
め

た
兆
し
と
も
言
え
、
今
後
厳

し
い
政
権
運
営
を
迫
ら
れ
そ

う
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
与

党
支
持
者
の
多
く
が
チ
ョ
氏

の
就
任
に
賛
成
し
て
お
り
、

辞
任
に
よ
り
結
束
が
揺
ら
ぐ

と
の
見
方
も
出
て
い
た
。

　

調
査
は
１
４
日
の
チ
ョ
氏

辞
任
後
の
１
５
〜
１
７
日

に
、
全
国
の
約
千
人
を
対
象

に
実
施
。
不
支
持
率
も
こ

れ
ま
で
の
最
高
値
に
並
ぶ

５
３
％
だ
っ
た
。一
方
、チ
ョ

氏
の
辞
任
に
つ
い
て
は
賛
成

６
４
％
、
反
対
２
６
％
だ
っ

た
。

　

麻
生
財
務
相
と
日
銀
の
黒

田
東
彦
総
裁
が
共
同
議
長
を

務
め
た
。
中
央
銀
行
の
金
融

政
策
だ
け
で
な
く
、
財
政
出

動
を
伴
う
経
済
対
策
も
動
員

し
て
、
景
気
失
速
を
食
い
止

め
る
方
向
で
議
論
し
た
と
み

ら
れ
る
。
２
日
目
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
が
発
行
を
目
指
す

暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）「
リ

ブ
ラ
」
の
規
制
や
、
グ
ー
グ

ル
や
ア
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
巨

大
Ｉ
Ｔ
企
業
の
税
逃
れ
を
防

ぐ
「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」
の
在

り
方
を
話
し
合
う
。

　

先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
の

作
業
グ
ル
ー
プ
は
１
７
日
、

リ
ブ
ラ
を
念
頭
に
「
法
律
や

規
制
、
監
督
上
の
課
題
と
リ

ス
ク
に
対
応
で
き
る
ま
で
始

め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
す

る
報
告
書
を
発
表
し
、
強
い

警
戒
感
を
示
し
た
。
Ｇ
２
０

は
報
告
書
に
基
づ
い
て
リ
ブ

ラ
の
規
制
を
議
論
す
る
。

　

麻
生
氏
は
会
見
で
「
消
費

税
増
税
に
よ
る
経
済
へ
の
悪

影
響
は
景
気
対
策
で
乗
り
越

　

約
４
０
０
人
が
孤
立
す
る

東
京
都
日
の
出
町
。
大
久
野

地
区
で
は
川
沿
い
の
道
路
が

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
日

米
欧
の
先
進
国
と
新
興
国
に

よ
る
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
財
務
相
・
中
央
銀
行

総
裁
会
議
が
米
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
で
１
７
日
夜
（
日
本
時

間
１
８
日
午
前
）、
２
日
間

の
日
程
で
開
幕
し
た
。
初
日

は
世
界
経
済
の
成
長
を
落
ち

理
部
長
は
同
日
記
者
会
見

し
、「
取
り
締
ま
り
活
動
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
公
益
性
の
観
点
か
ら

公
開
し
た
」
と
説
明
し
た
。

　

水
産
庁
は
同
庁
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
映
像
を
掲
載
し

た
。
約
４
時
間
の
映
像
を
ほ

ぼ
事
故
前
後
に
絞
っ
て
約

１
３
分
に
編
集
し
た
。
取
締

船
は
Ｅ
Ｅ
Ｚ
か
ら
の
退
去
警

告
に
従
わ
な
い
と
し
て
、
追

　
【
共
同
】
政
府
が
米
国
主

導
の
イ
ラ
ン
沖
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
で
の
有
志
連
合
に
加
わ
ら

ず
、
自
衛
隊
の
独
自
派
遣
を

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ

と
に
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
内

で
は
「
状
況
は
落
ち
着
い
て

い
る
の
に
、な
ぜ
今
な
の
か
」

と
戸
惑
い
が
広
が
っ
た
。
人

員
や
艦
艇
の
苦
し
い
や
り
く

り
を
迫
ら
れ
る
一
方
「
米
国

が
旗
を
振
る
以
上
、
何
ら
か

の
関
与
は
避
け
ら
れ
な
い
」

と
理
解
を
示
す
声
も
聞
か
れ

た
。

　

米
が
７
月
に
有
志
連
合
構

想
を
打
ち
出
し
て
以
降
、
省

内
で
は
有
志
連
合
へ
の
参

加
に
つ
い
て
「
現
行
法
で
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
慎
重

な
見
方
が
大
勢
だ
っ
た
。
政

府
も
イ
ラ
ン
と
の
友
好
関
係

　
【
共
同
】
東
京
・
池
袋
で

乗
用
車
が
暴
走
し
母
子
２
人

が
死
亡
し
た
事
故
で
、
運
転

し
て
い
た
旧
通
産
省
工
業

下
（
現
上
皇
さ
ま
）
の
即
位

の
礼
は
特
派
員
と
し
て
取
材

し
た
。
今
回
首
相
と
し
て
出

席
す
る
こ
と
に
「
縁
の
深
さ

を
感
じ
る
」
と
述
べ
た
。

　
【
共
同
】
水
産
庁
は
１
８

日
、
能
登
半
島
沖
の
日
本
の

排
他
的
経
済
水
域（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

内
で
北
朝
鮮
漁
船
と
、
水
産

庁
の
漁
業
取
締
船
「
お
お
く

に
」
が
衝
突
し
た
事
故
の
映

像
を
公
開
し
た
。
日
本
政
府

は
映
像
の
公
開
に
当
初
否
定

的
だ
っ
た
が
、
事
故
当
時
の

対
応
の
正
当
性
を
国
内
外
に

主
張
す
る
た
め
、
方
針
を
転

換
し
た
。

　

水
産
庁
の
神
谷
崇
資
源
管

後
、
ガ
ソ
リ
ン
の
携
行
缶
を

手
に
し
た
会
社
員
、
清
水
巌

さ
ん
（
６
２
）
は
「
通
勤
が

で
き
な
く
な
り
、
会
社
に
は

休
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
暖
房
の
た
め
に
灯

油
が
必
要
に
な
っ
た
ら
大
変

だ
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
た
。

　

約
１
０
０
人
が
入
居
す
る

大
久
野
地
区
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
藤
香
苑
」。
食

料
や
水
に
加
え
、
お
む
つ
や

シ
ー
ツ
な
ど
の
運
搬
が
職
員

の
大
き
な
負
担
と
な
り
、
石

川
圭
太
施
設
長
（
３
６
）
は

「
い
つ
ま
で
頑
張
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
の
が
精
神

的
に
厳
し
い
」
と
語
る
。

　

山
梨
県
早
川
町
で
は
１
人

が
孤
立
し
、
停
電
し
て
い
た

た
め
、
町
が
要
望
に
応
じ
て

発
電
機
を
届
け
た
と
い
う
。

　

３
６
人
が
孤
立
し
た
埼
玉

県
小
鹿
野
町
は
、
中
学
生
１

え
ら
れ
る
」
と
初
日
の
会
議

で
説
明
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
黒
田
総
裁
は
開
幕

前
、
世
界
経
済
の
減
速
傾
向

に
つ
い
て
「
成
長
の
シ
ナ
リ

オ
は
変
わ
ら
な
い
が
、
回
復

の
時
期
が
後
退
し
て
い
る
」

と
指
摘
。
リ
ス
ク
要
因
で
あ

る
米
中
貿
易
協
議
な
ど
の
進

展
を
受
け
「
若
干
、
不
透
明

感
が
減
少
す
る
よ
う
な
改
善

が
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

各
国
・
地
域
の
中
央
銀
行

が
景
気
を
て
こ
入
れ
す
る
た

め
に
相
次
い
で
政
策
金
利
を

引
き
下
げ
て
い
る
。
だ
が
国

際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は

１
５
日
、
米
中
貿
易
摩
擦
を

受
け
た
企
業
の
投
資
鈍
化
な

ど
を
理
由
に
、
２
０
１
９
年

の
世
界
経
済
の
成
長
率
を

３
・
０
％
に
下
方
修
正
し
た
。

Ｇ
２
０
の
危
機
感
は
強
く
、

日
本
政
府
は
１
９
年
度
補
正

予
算
を
編
成
す
る
検
討
に

入
っ
た
。

文
氏
支
持
率
、
初

の
４
０
％
割
れ

前
法
相
辞
任
で
支
持
層
離
れ
か

を
重
視
し
、
外
交
努
力
を
優

先
す
る
姿
勢
を
示
し
て
き

た
。

　

６
月
に
日
本
の
タ
ン
カ
ー

が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
付
近
で
攻

撃
さ
れ
た
が
、
海
上
自
衛
隊

幹
部
は
「
本
当
に
日
本
の
船

を
狙
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い

し
、
そ
の
後
日
本
は
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
。
現
状
で
は
緊

張
は
高
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ど

う
し
て
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

の
か
」
と
首
を
ひ
ね
る
。

　

有
志
連
合
に
は
既
に
英
国

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ー

レ
ー
ン
な
ど
が
参
加
を
表
明

し
た
。あ
る
海
自
隊
員
は「
日

本
が
何
も
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
米
、
イ
ラ
ン
と

の
関
係
や
国
内
法
な
ど
、
複

雑
な
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る

ぎ
り
ぎ
り
の
線
を
狙
っ
た
の

い
掛
け
る
よ
う
に
北
朝
鮮
漁

船
の
左
舷
に
回
り
込
み
、
並

走
し
な
が
ら
放
水
し
た
。
そ

の
後
、
漁
船
の
左
舷
が
取
締

船
に
衝
突
。
漁
船
は
左
舷
が

傾
い
て
沈
没
。
取
締
船
は
漁

船
の
沈
没
後
に
ボ
ー
ト
を
出

し
、
海
上
に
救
命
い
か
だ
を

浮
か
べ
た
。
漁
船
か
ら
投
げ

出
さ
れ
た
乗
組
員
は
い
か
だ

に
乗
り
込
み
、
別
の
北
朝
鮮

船
に
救
助
さ
れ
た
。

　

漁
船
に
網
な
ど
の
漁
具
が

載
っ
て
お
り
甲
板
に
は
イ
カ

が
干
し
て
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
水
産
庁
は
漁
船
が
違
法

操
業
を
し
て
い
た
疑
い
が
あ

る
と
み
て
い
る
。
江
藤
拓
農

相
は
事
故
後
、
漁
船
が
衝
突

直
前
に
急
旋
回
し
た
と
説

明
。
神
谷
氏
は
会
見
で
取
締

船
は
ま
っ
す
ぐ
航
行
し
て
お

り
、
操
船
に
問
題
は
な
く
、

放
水
は
「
適
切
だ
っ
た
」
と

述
べ
た
。

　

衝
突
事
故
は
７
日
午
前
、

能
登
半
島
の
北
西
約
３
５
０

キ
ロ
に
あ
る
日
本
海
の
好
漁

場
・
大
和
堆
周
辺
で
起
き

た
。
取
締
船
や
現
場
に
駆
け

付
け
た
海
上
保
安
庁
の
巡
視

船
は
事
故
後
、
漁
船
の
乗
組

員
か
ら
事
情
聴
取
し
て
お
ら

ず
、
与
野
党
か
ら
動
画
の
公

開
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て

い
た
。

　

日
本
政
府
は
事
故
当
日
、

中
国
・
北
京
の
外
交
ル
ー
ト

を
通
じ
て
北
朝
鮮
に
抗
議
し

た
。
一
方
、
北
朝
鮮
外
務
省

報
道
官
は
日
本
側
が
意
図
的

に
漁
船
を
沈
没
さ
せ
た
と
し

て
日
本
政
府
に
賠
償
と
再
発

防
止
を
要
求
し
て
い
る
。

船
舶
の
安
全
確
保
の
た
め
に

日
本
独
自
の
取
り
組
み
を
行

う
と
表
明
。
基
本
方
針
と
し

て
①
外
交
努
力
の
継
続
②
日

本
船
の
安
全
対
策
の
徹
底
③

自
衛
隊
装
備
活
用
の
具
体
的

検
討
―
を
列
挙
し
た
。

　

自
衛
隊
に
よ
る
中
東
で
の

日
本
の
船
舶
防
護
に
関
し
て

は
「
た
だ
ち
に
実
施
を
要
す

　

首
相
は
現
地
情
勢
を
踏
ま

え
て
最
終
判
断
す
る
。
実
力

部
隊
派
遣
に
踏
み
切
れ
ば
、

外
交
を
中
心
と
し
た
対
処
方

針
の
転
換
と
な
る
。
歯
止
め

な
き
自
衛
隊
海
外
活
動
に
つ

な
が
る
と
懸
念
が
出
る
の
は

必
至
だ
。

　

菅
氏
は
記
者
会
見
で
、
中

東
の
緊
張
緩
和
と
日
本
関
連

て
い
る
。

　

１
９
日
で
事
故
か
ら
半

年
。
警
視
庁
は
早
け
れ
ば
年

内
に
も
自
動
車
運
転
処
罰
法

違
反
（
過
失
致
死
傷
）
容
疑

で
書
類
送
検
す
る
方
針
。

　

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、

飯
塚
元
院
長
は
片
脚
の
具

合
が
悪
く
通
院
し
て
い
た
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
似

た
症
状
も
あ
り
、医
師
は「
運

転
は
許
可
で
き
な
い
」
と
伝

え
て
い
た
。
事
故
後
に
は
別

の
医
師
が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

症
候
群
の
疑
い
が
あ
る
と
判

断
し
た
。

　

飯
塚
元
院
長
は
こ
れ
ま
で

の
聴
取
に
「
ブ
レ
ー
キ
と
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
間
違
え
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
」
な
ど

と
説
明
し
て
い
る
。
警
視
庁

は
運
転
操
作
ミ
ス
が
原
因
と

み
て
、
医
師
の
意
見
を
詳
し

く
聴
く
な
ど
慎
重
に
調
べ
て

い
る
。
事
故
当
日
は
昼
食
の

た
め
妻
を
乗
せ
レ
ス
ト
ラ
ン

に
向
か
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

事
故
は
４
月
１
９
日
昼
に

発
生
。
横
断
歩
道
に
突
っ
込

ん
で
通
行
人
を
は
ね
る
な
ど

し
、松
永
真
菜
さ
ん
（
３
１
）

と
長
女
莉
子
ち
ゃ
ん
（
３
）

が
死
亡
、
８
人
が
重
軽
傷
を

負
っ
た
。
飯
塚
元
院
長
と
妻

も
負
傷
し
た
。
松
永
さ
ん
の

遺
族
は
厳
罰
を
求
め
る
署
名

を
約
３
９
万
人
分
集
め
東
京

地
検
に
提
出
し
て
い
る
。

　

道
交
法
で
は
「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
症
候
群
」
を
免
許
取
り

消
し
な
ど
に
な
る
病
名
に
定

め
て
お
ら
ず
、
患
者
で
も
法

律
上
、
運
転
は
可
能
。
専
門

家
は
「
病
状
の
進
行
具
合
の

確
認
な
ど
を
含
め
医
師
へ
の

相
談
が
重
要
だ
」
と
話
し
て

い
る
。

だ
ろ
う
」
と
分
析
す
る
。

　

政
府
が
派
遣
先
と
し
て
示

し
た
範
囲
に
含
ま
れ
る
イ
エ

メ
ン
沖
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
護
衛
艦
や
哨
戒
機
を
派
遣

し
て
い
る
海
賊
対
処
行
動
の

地
域
と
重
な
る
。
別
の
海
自

幹
部
は
「
海
賊
対
処
の
船
が

情
報
収
集
を
兼
ね
る
だ
け
な

ら
、
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
重
く

な
い
」と
み
る
。
同
時
に「
き

ち
ん
と
任
務
を
切
り
分
け
な

い
と
現
場
が
混
乱
し
か
ね
な

い
」
と
も
懸
念
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

へ
の
対
応
な
ど
、
海
自
の
警

戒
監
視
活
動
は
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。
防
衛
省
幹
部
は

「
海
自
の
運
用
は
限
界
だ
。

こ
れ
以
上
、
新
た
に
護
衛
艦

を
長
期
派
遣
す
る
余
裕
は
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

数
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

崩
落
し
た
。
住
民
は
迂
回
路

を
整
備
し
、
徒
歩
で
地
区
外

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
車
で
の
移
動
は
で
き
な

い
。

　

小
雨
が
降
っ
た
１
７
日
午

人
を
道
路
が
崩
落
し
た
地
点

ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
迎
え

に
行
き
、
学
校
に
通
わ
せ
る

対
応
を
と
っ
て
い
る
。

　

新
潟
県
妙
高
市
の
樽
本
地

区
で
は
複
数
箇
所
で
道
路
が

崩
落
す
る
な
ど
し
、
１
０
人

が
孤
立
状
態
に
。
徒
歩
や
一

部
車
両
の
通
行
は
で
き
る
た

め
、
保
健
師
が
集
落
に
入
っ

て
健
康
状
態
を
確
認
し
た

り
、
市
も
米
や
薬
を
届
け
た

り
し
て
い
る
。市
に
よ
る
と
、

豪
雪
地
帯
の
た
め
、
全
面
復

旧
は
来
春
以
降
に
な
る
見
通

し
と
い
う
。

　

福
島
県
矢
祭
町
で
は
橋
が

流
失
し
て
２
８
人
が
孤
立
す

る
。
町
担
当
者
は
「
も
う
寒

く
な
る
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

要
望
が
あ
る
ほ
か
、
灯
油
を

運
び
込
む
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
」
と
話
し
た
。



エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
の
立
場
危
う
く

　

ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
で
は
、

１
７
日
に
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ダ
・

コ
ロ
ア
・
グ
ラ
ン
デ
市
の
ウ

ナ
川
河
口
付
近
で
直
径
１

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
原
油
塊
を

確
認
。
１
８
日
に
も
タ
マ
ン

ダ
レ
市
の
カ
ル
ネ
イ
ロ
ス
海

岸
に
黒
い
塊
が
散
在
し
て
い

る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
カ
ル

ネ
イ
ロ
ス
海
岸
は
環
境
保
護

区
に
属
し
て
い
る
上
、
同
州

で
も
有
数
の
観
光
客
が
集
ま

る
場
所
の
一つ
だ
。

　

北
東
部
海
岸
で
の
原
油
漂

着
量
は
、
海
流
や
風
向
き
な

ど
で
変
化
す
る
た
め
、
一
時

的
に
減
っ
た
り
途
絶
え
た
り

し
た
か
に
見
え
て
い
た
場
所

に
も
原
油
の
塊
が
再
び
現
れ

た
り
、
大
量
に
押
し
寄
せ
た

り
す
る
よ
う
だ
。

　

砂
浜
の
場
合
は
原
油
の
回

収
も
比
較
的
容
易
だ
が
、
岩

場
の
場
合
は
岩
肌
か
ら
は
が

し
に
く
い
上
、
満
潮
で
原
油

が
再
び
海
に
戻
る
の
を
避
け

る
必
要
が
あ
り
、
各
自
治
体

が
時
間
と
競
争
し
な
が
ら
の

対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
派
が
１
６
日
の

夜
起
こ
し
た
、
同
党
下
院
リ
ー
ダ
ー
に
大
統
領
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
を
据

え
、
ヴ
ァ
ウ
ジ
ー
ル
・
デ
レ
ガ
ー
ド
下
議
を
引
き
ず
り
下
ろ
す
計
画
は
失
敗
に
終

わ
り
、
ヴ
ァ
ウ
ジ
ー
ル
下
議
留
任
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
ル
シ
ア
ノ
・
ビ
ヴ
ァ
ー

ル
党
首
に
よ
る
報
復
も
行
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
１
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

録
音
の
件
を
問
わ
れ
た
ヴ
ァ

ウ
ジ
ー
ル
氏
は
、「
あ
れ
は
感

情
的
な
発
言
だ
っ
た
」
と
撤

回
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
党
内
で
の

ビ
ヴ
ァ
ー
ル
氏
に
よ
る
逆
襲

は
も
う
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ま

ず
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
派
の
急
先

鋒
の
カ
ル
ラ
・
ザ
ン
ベ
ッ
リ
、

ア
レ・シ
ウ
ヴ
ァ
、
ビ
ボ・ヌ
ー

ネ
ス
の
３
下
議
、
ド
グ
ラ
ス
・

ガ
ル
シ
ア
聖
州
議
の
４
人
に

「
党
内
の
倫
理
を
乱
し
た
」

と
し
て
、
謹
慎
処
分
を
発
表

し
た
。

　

１
８
日
の
臨
時
党
大
会
で

は
、
前
記
３
下
議
と
、
カ
ル

ロ
ス
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
、
フ
ェ
リ
ッ

ペ
・
バ
ロ
ス
の
計
５
下
議
に
党

選
出
議
員
と
し
て
の
活
動
停

止
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
５
人
は
、
議
会
で
の
発

言
や
党
大
会
で
の
役
員
選
挙

へ
の
参
加
な
ど
が
禁
じ
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
長

男
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
と
エ
ド
ァ

ウ
ル
ド
氏
は
各
々
、
１
７
日

に
リ
オ
州
支
部
長
と
聖
州
支

部
長
の
解
任
予
告
を
受
け
て

　

今
週
の
後
半
は
、
も
っ
ぱ

ら
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一
派
の
争
い

が
国
の
話
題
を
独
占
し
た
。

１
８
日
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
派
の
下
院
議
員
５
人

の
活
動
停
止
が
正
式
に
宣
言

さ
れ
る
一
方
、
ネ
ッ
ト
上
で

は
大
統
領
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア

い
る
。
州
支
部
人
事
は
今
週

末
に
正
式
に
協
議
さ
れ
る
。

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
に
関
し

て
は
、
７
月
か
ら
の
懸
案
事

項
の
駐
米
大
使
就
任
の
話
が

「
当
面
は
進
展
な
し
」
と
い

う
こ
と
に
も
な
っ
た
。
大
統

領
は
１
８
日
も
、「
ま
だ
断

念
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と

語
っ
て
い
る
が
、
上
院
で
の
サ

バ
チ
ー
ナ
（
試
問
）
は
当
面

行
わ
れ
ず
、
就
任
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
７
日
、

議
会
政
府
リ
ー
ダ
ー
の
ジ
ョ

イ
セ
・
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン
下
議
の

降
板
を
宣
言
。
ジ
ョ
イ
セ
氏

は
ビ
ヴ
ァ
ー
ル
派
で
、
聖
州

支
部
内
で
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

氏
と
の
対
立
が
以
前
か
ら
報

じ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
イ
セ

氏
の
後
任
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
派
と
党
首
派
対
立
激
化

　

ま
た
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州

な
ど
で
は
、
海
岸
へ
の
原
油

漂
着
を
回
避
す
べ
く
、
船
舶

に
よ
る
巡
視
や
回
収
作
業
も

行
っ
て
い
る
。

　

原
油
の
流
出
源
は
ま
だ
未

確
定
だ
が
、
リ
オ
連
邦
大
学

の
研
究
者
達
は
１
７
日
、
原

油
の
漂
着
点
か
ら
逆
算
し

た
結
果
、
伯
国
海
岸
か
ら

６
０
０
〜
７
０
０
キ
ロ
沖
が

流
出
源
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
発
表
。
他
の
専
門
家
も
、

４
０
０
キ
ロ
以
上
沖
が
流
出

源
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
複

数
の
専
門
家
は
「
今
回
の
原

だ
。

　

ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
で
は
、

１
２
市
が
１
６
日
ま
で
に
原

油
汚
染
が
起
き
た
自
治
体
リ

ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
ポ
ル
ト
・
デ
・
ペ

ド
ラ
ス
市
の
海
岸
で
も
汚
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市

で
は
、
１
０
〜
１
６
日
に
回

収
さ
れ
た
原
油
の
塊
は
３
７

キ
ロ
だ
っ
た
の
に
、
１
７
日
に

は
２
６
ト
ン
に
達
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
８
月
３
０

日
か
ら
北
東
部
の
海
岸
に
漂

着
し
て
い
る
原
油
は
、
一
時

的
に
減
っ
た
か
と
思
わ
れ
た

が
再
び
増
え
、
バ
イ
ア
州
サ

ル
バ
ド
ー
ル
市
の
沿
岸
な
ど

で
の
汚
染
が
拡
大
し
て
い
る

と
１
７
、１
８
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
７
〜
１
８
日
に
新
た

な
原
油
漂
着
が
確
認
さ
れ
た

の
は
、
ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
北
部

の
マ
ラ
ゴ
ジ
海
岸
や
サ
ル
バ

ド
ー
ル
市
フ
ァ
ロ
ル・
ダ・バ
ー

ラ
地
区
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州

の
カ
ル
ネ
イ
ロ
ス
海
岸
な
ど

流
出
源
は
７
０
０
キ
ロ
沖
か

明
日
、大
統
領
選
を
実
施

回
復
に
は
数
十
年
を
要
す
？

油
汚
染
は
伯
国
海
岸
部
で
は

史
上
最
大
の
環
境
破
壊
で
、

回
復
に
は
数
十
年
を
要
す

る
」
と
見
て
い
る
。

　

１
７
日
の
上
院
環
境
委
員

会
で
、
汚
染
源
や
責
任
者
が

特
定
出
来
て
い
な
い
事
や
、

効
果
的
な
対
策
が
打
て
ず
に

い
る
事
を
指
摘
さ
れ
た
国
立

再
生
可
能
天
然
資
源
・
環
境

院
（
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
）
の
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
ビ
ン
院
長
は
、
今

回
の
よ
う
な
出
来
事
は
世
界

で
も
初
め
て
で
、
原
油
の
漂

着
を
食
い
止
め
る
の
は
非
常

に
困
難
と
の
見
解
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

リ
オ
連
邦
大
学
の
研
究
者

も
、
海
洋
に
流
出
し
た
原
油

は
最
初
の
内
こ
そ
海
面
を
漂

流
す
る
が
、
時
間
と
共
に
重

た
く
な
っ
て
沈
む
た
め
、
海

面
か
ら
姿
を
消
し
、
軌
跡
を

追
う
の
が
困
難
に
な
る
と
説

明
し
て
い
る
。

ダ
ー
継
続
が
決
ま
っ
た
。

　

１
７
日
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
が
自
分
を
下
院

リ
ー
ダ
ー
の
座
か
ら
引
き
ず

り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
ヴ
ァ
ウ
ジ
ー
ル

氏
が
、
い
き
り
立
っ
て
行
っ

た
党
内
会
議
で
の
発
言
が
メ

デ
ィ
ア
で
一
斉
に
報
じ
ら
れ

た
。
１
６
日
夕
方
に
行
わ
れ

た
秘
密
録
音
で
、
同
下
議

は
大
統
領
を
「
ヴ
ァ
ガ
ブ
ン

ド
」
と
呼
ん
で
お
り
、「
誰
が

一
番
、
大
統
領
に
忠
実
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
っ

ち
に
は
録
音
も
あ
る
。
大
統

領
な
ん
て
ぶ
っ
飛
ば
し
て
や
る

（im
p
lo
d
ir

）」
と
息
巻
い

た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
取
材
陣
に
こ
の

サルバドール市の海岸で原油の塊を回収する人々
（Bruno Concha/Secom）

ヴァウジール下議
（Lucio Bernardo Jr. / Câmara dos Deputados）

報
復
合
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
政
治
家
も

ボ リ ビ ア

ゴ
メ
ス
下
議
（
民
主
運
動
・

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。

　

ジ
ョ
イ
セ
氏
は
来
年
の
聖

市
市
長
選
を
狙
っ
て
い
る
が
、

ビ
ヴ
ァ
ー
ル
派
と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

派
と
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、

そ
の
話
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ

て
い
る
。

ル
ド
氏
が
架
空
の
３
レ
ア
ル

の
肖
像
に
ジ
ョ
イ
セ
・
ハ
ッ

セ
ル
マ
ン
下
議
の
顔
を
載
せ

た
写
真
を
投
稿
し
、「
お
ま

え
の
忠
誠
心
な
ど
偽
物
だ
」

と
ジ
ョ
イ
セ
氏
を
批
判
。
そ

れ
に
対
し
、
ジ
ョ
イ
セ
氏
が

「
ネ
ッ
ト
上
の
ミ
リ
シ
ア
」

と
激
し
く
反
論
を
行
っ
て
い

た
。
こ
こ
数
日
、
ネ
ッ
ト
上

で
は「
戦
争
を
傍
観
す
る
人
」

や
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ

な
が
ら
食
い
入
る
よ
う
に
映

画
を
見
る
人
」
な
ど
の
冗
談

画
像
が
出
回
っ
て
い
る
が
、

国
民
が
見
て
い
る
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
。

　
　
　
　
　

◎

　

先
月
末
に
１
２
歳
の
少
年

に
殺
害
さ
れ
た
と
し
て
、
全

国
に
衝
撃
を
与
え
た
、
９
歳

の
少
女
ラ
イ
ッ
サ
・
ダ
ド
ー

ナ
さ
ん
殺
害
事
件
の
最
新
報

道
が
出
た
。
検
死
官
に
よ
る

と
、
ラ
イ
ッ
サ
さ
ん
に
は
強

姦
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
っ
た
と

い
う
。
精
神
医
の
見
解
に
よ

る
と
、「
少
年
が
行
う
強
姦

犯
罪
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に

器
用
す
ぎ
る
手
口
」
だ
と
い

う
。
射
精
（
精
通
）
を
覚
え

は
じ
め
た
年
齢
の
少
年
が
強

姦
を
思
い
つ
く
と
い
う
の
も

か
な
り
異
常
、
か
つ
不
自
然

な
感
じ
が
す
る
が
、
果
た
し

て
、
こ
の
事
件
の
真
相
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
も
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
は
休
み
な
く
行
わ

れ
る
が
、
来
週
以
降
は
全
国

選
手
権
以
外
で
も
楽
し
み
が

増
え
る
。
２
３
日
に
は
、
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
の
伯
国

勢
同
士
の
準
決
勝
、
フ
ラ
メ

ン
ゴ
対
グ
レ
ミ
オ
が
行
わ
れ

る
。共
に
有
名
選
手
も
多
く
、

国
内
屈
指
の
強
さ
の
た
め
、

白
熱
し
た
試
合
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
２
６
日
に
は

伯
国
開
催
と
な
る
Ｕ
１
７
Ｗ

杯
が
開
幕
。
こ
ち
ら
も
楽
し

み
だ
。

　

全
就
労
・
失
業
者
台

帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
に
よ

る
と
、
９
月
の
正
規
雇
用

者
は
１
５
万
７
２
１
３
人

の
純
増
で
、
９
月
と
し
て
は

２
０
１
３
年
の
２
１
万
１
０

６
８
人
に
次
ぐ
伸
び
と
な
っ

た
と
１
７
、１
８
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

９
月
の
新
規
採
用
は

１
３
４
万
１
７
１
６
人
で
、

解
雇
者
の
１
１
８
万
４
５
０

３
人
を
１
５
万
７
２
１
３
人

上
回
っ
た
。
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
数
字
で
見
る
と
、
２
月

の
１
９
万
１
３
０
０
人
に
次

ぐ
、
良
い
結
果
だ
。
１
〜
９

月
の
正
規
雇
用
者
は
７
６
万

１
７
７
６
人
純
増
で
、
昨
年

同
期
の
７
１
万
９
０
８
９
人

を
５
・９
％
上
回
っ
た
。

　

９
月
の
雇
用
を
牽
引
し

た
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

６
万
４
５
３
３
人
や
製
造
業

の
４
万
２
１
７
９
人
で
、
商

業
の
２
万
６
９
１
８
人
や
建

設
業
の
１
万
８
３
３
１
人
が

こ
れ
に
続
い
た
。

　

ま
た
、
地
域
別
で
は
、
北

東
部
が
５
万
７
０
３
５
人
の

純
増
で
全
体
を
牽
引
し
た
。

　

９
月
の
新
規
採
用
者
（
正

規
雇
用
）
の
平
均
給
与
は

１
６
０
４
・
６
０
レ
ア
ル
で
、

昨
年
同
月
よ
り
３
％
増
え
た

が
、
８
月
の
平
均
の
１
６
１

６
・
６
０
レ
ア
ル
と
比
べ
る
と

０
・７
４
％
減
っ
た
。

　

平
均
給
与
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
、
７
４
５
人
の
純
増

だ
っ
た
鉱
業
の
２
７
１
０
・
５

０
レ
ア
ル
。
最
も
低
か
っ
た
の

は
、４
４
６
３
人
の
純
増
だ
っ

た
農
牧
業
の
１
３
１
３
・
１

２
レ
ア
ル
だ
っ
た
。

　

経
済
省
は
、
正
規
雇
用
の

伸
び
は
経
済
活
動
が
回
復
し

て
い
る
証
拠
で
、
リ
ベ
ラ
ル

な
経
済
政
策
の
結
果
と
評
価

し
て
い
る
。

　

な
お
、
９
月
の
場
合
、

６
０
１
５
人
は
、
１
日
の
就

労
時
間
が
８
時
間
未
満
、
ま

た
は
１
週
の
就
労
日
が
少
な

く
、
就
労
時
間
分
だ
け
の
給

与
を
受
け
取
る
「
イ
ン
テ
ル

ミ
テ
ン
テ
」、
１
８
０
７
人

は
、
週
２
６
時
間
未
満
で
時

間
外
労
働
も
制
限
さ
れ
る
、

ま
た
は
、
週
３
０
時
間
未
満

で
時
間
外
労
働
は
な
い
「
パ

ル
シ
ア
ル
」
だ
っ
た
。

　

２
０
日
、
ボ
リ
ビ
ア
で

大
統
領
選
を
含
む
総
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
。
注
目
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
現
職
を
務

め
る
エ
ヴ
ォ
・
モ
ラ
エ
ス
氏

が
４
選
を
果
た
せ
る
か
否
か

だ
。
１
８
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　
エ
ヴ
ォ
氏
は
２
０
０
５
、２

０
０
９
、２
０
１
４
年
の
３

回
の
選
挙
に
勝
ち
、
今
回
も

４
選
目
を
狙
う
が
、
そ
の
道

の
り
は
容
易
で
は
な
い
。

　
一
つ
は
、
エ
ヴ
ォ
氏
が
１
６

年
２
月
に
「
大
統
領
４
選
は

可
能
か
」
と
の
憲
法
改
正
を

問
う
国
民
投
票
を
行
っ
た
際
、

「
否
定
」
が
上
回
っ
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
憲
法
解

釈
」
を
主
張
し
て
強
行
に
出

馬
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
エ
ヴ
ォ
氏
が

現
在
、
同
国
の
人
口
の
多
く

を
占
め
、
エ
ヴ
ォ
氏
の
血
筋

で
も
あ
る
先
住
民
の
票
で
苦

戦
し
て
い
る
た
め
だ
。
先
住

民
票
は
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙

で
も
エ
ヴ
ォ
氏
の
大
票
田
だ
っ

た
が
、
今
回
は
様
相
が
違
っ

て
い
る
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
エ

ヴ
ォ
大
統
領
が
、
国
の
主
要

産
業
で
あ
る
コ
カ
の
生
産
に

関
す
る
方
針
を
変
え
つ
つ
あ

る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
の
コ
カ
の
主
要
産
地
は
ユ

ン
ガ
ス
だ
っ
た
が
、
現
在
は

チ
ャ
パ
レ
で
の
生
産
比
重
を

増
や
し
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
エ

ヴ
ォ
氏
が
環
境
問
題
を
軽
視

し
は
じ
め
て
い
る
た
め
だ
と

い
う
。
ボ
リ
ビ
ア
で
は
近
年
、

焼
畑
が
増
え
て
お
り
、
環
境

破
壊
が
懸
念
さ
れ
は
じ
め
て

い
る
。

　

現
時
点
で
の
戦
況
も
、
こ

れ
ま
で
で
最
も
苦
戦
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

同
国
の
選
挙
で
は
、
一

次
投
票
で
の
当
選
確
定
は
、

「
５
０
％
以
上
の
得
票
」、

も
し
く
は
「
４
０
％
以
上
得

票
し
、
２
位
に
１
０
％
ポ
イ

ン
ト
以
上
の
差
を
つ
け
た
」

場
合
の
み
だ
。

　

同
国
の
最
近
の
世
論
調
査

を
見
る
と
、
イ
プ
ソ
ス
と
い

う
調
査
団
体
の
も
の
で
は
、

エ
ヴ
ォ
氏
が
４
０
％
で
対
抗

馬
の
右
派
カ
ル
ロ
ス
・
メ
ー

ザ
氏
が
２
２
％
だ
が
、
別

の
調
査
機
関
の
調
査
だ
と
、

３
６
・
２
％
対
２
６
・
９
％
と

差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

　
エ
ヴ
ォ
氏
は
、
過
去
３
回

の
選
挙
で
は
全
て
１
次
投
票

で
勝
利
し
て
い
る
。

　
「
ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
釈

放
も
起
こ
り
う
る
」
と
、
か

ね
て
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

最
高
裁
で
の
「
２
審
有
罪
で

刑
執
行
か
？
」
の
問
題
に
関

す
る
審
理
は
１
７
日
に
は
じ

ま
っ
た
が
、
同
日
は
２
判
事

が
見
解
を
述
べ
た
だ
け
に
と

ど
ま
り
、
続
き
は
２
３
日
以

降
と
な
る
と
１
８
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
長
官

は
審
理
の
冒
頭
、「
今
回
の

審
理
は
、
個
人
的
な
事
例
に

言
及
す
る
も
の
で
は
な
く
、

憲
法
解
釈
に
徹
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
」

と
前
置
き
し
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
の
人
身
保
護
令
に
関
す

る
裁
判
の
と
き
と
状
況
が
違

う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
審
理
で
、「
２
審

有
罪
だ
け
で
は
刑
執
行
に
は

な
ら
な
い
」
と
の
判
断
が
出

れ
ば
、
全
国
の
受
刑
囚
５
千

人
近
く
に
影
響
が
出
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
直
接

審
理
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
弁
護
士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）、

ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党
（
Ｐ
Ｃ
ｄ

ｏ
Ｂ
）、
旧
・
全
国
エ
コ
ロ

ジ
ー
党（
現
パ
ト
リ
オ
ッ
タ
）

の
提
出
し
た
三
つ
の
訴
状
に

基
づ
く
も
の
だ
。

　

続
い
て
、
今
回
の
審
理
で

報
告
官
を
務
め
る
マ
ル
コ
・

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判
事
が
話

し
た
が
、「
同
件
の
審
理
は

２
０
１
７
年
か
ら
出
来
る
状

態
に
あ
っ
た
」
と
し
て
、
審

理
が
先
延
ば
し
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
批
判
し
た
り
し
た

が
、
投
票
そ
の
も
の
に
は
至

ら
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
続
き
は
２
３
日
に
再

開
さ
れ
る
が
、
検
察
庁
や
弁

護
士
会
な
ど
の
見
解
を
述
べ

る
時
間
も
含
め
、
４
回
分
の

審
理
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
経

て
か
ら
投
票
と
な
る
た
め
、

結
果
が
出
る
の
は
さ
ら
に
先

の
こ
と
と
な
る
。

　

今
回
の
審
理
で
は
、
２
審

後
の
刑
執
行
の
ほ
か
、
３
審

後
の
刑
執
行
、
最
後
の
上
告

で
有
罪
と
な
っ
て
か
ら
刑
執

行
の
三
つ
の
可
能
性
も
話
し

合
わ
れ
る
見
込
み
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月18日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1777  R$
買　4.1770  R$

円相場
売　0.0380  R$
買　0.0380  R$

「大統領をぶっとばす」
　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の
下
院

リ
ー
ダ
ー
就
任
は
、
１
６
日

夜
、
下
院
政
府
リ
ー
ダ
ー
の

ヴ
ィ
ッ
ト
ル
・
ウ
ゴ
下
議
に

よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
。
そ
れ

に
対
し
、
１
７
日
の
昼
過
ぎ

に
は
、
下
院
議
長
団
が
ヴ
ァ

ウ
ジ
ー
ル
下
議
支
持
派
の
リ

ス
ト
を
正
式
に
承
認
、
ヴ
ァ

ウ
ジ
ー
ル
氏
の
党
下
院
リ
ー

９
月
の
雇
用
は
１
５
・７
万
の
純
増

９
月
と
し
て
は
１
３
年
以
来
の
伸
び

エ
ヴ
ォ
の
４
選
目
な
る
か
？

ＰＳＬ
問 題

北東部原油汚染

漂
着
量
が
再
び
増
え
る

（２）２０１９年 第５３５２号 １０月 １９日 （土曜日）

「
２
審
有
罪
で
刑
執
行
か
？
」

審
理
は
２
３
日
へ
継
続

最 高 裁



　
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
個こ

人じ
ん

の
時と

き

よ
り
も
、
チ
ー
ム
で
取と

り
組く

む
時と

き

の

方ほ
う

が
は
る
か
に
力ち

か
ら
を
発は

っ

揮き

す
る
」
と
は
、
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大だ

い

学が
く

バ
ー
ク
レ
ー
本ほ

ん

校こ
う

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
た
際さ

い

に
、
先せ

ん

生せ
い

か
ら
聞き

い
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。
大だ

い

学が
く

に
は
イ
ン
ド
人じ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

、

韓か
ん

国こ
く

人じ
ん

、
ド
イ
ツ
人じ

ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

な
ど
、
実じ

つ

に
様さ

ま

々ざ
ま

な
国く

に

か
ら
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
来き

て
お
り
、
彼か

れ

ら
は
ク
ラ
ス
討と

う

議ぎ

で
も
積せ

っ

極
き
ょ
く

的て
き

に
発は

つ

言げ
ん

し
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

よ
り
は
る
か
に
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

を

示し
め

し
て
い
た
。

　

し
か
し
グ
ル
ー
プ
研け

ん

究き
ゅ
うと
な
る
と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
く

生せ
い

は
す
ぐ

に
テ
ー
マ
と
作さ

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

担た
ん

を
相そ

う

談だ
ん

し
て
決き

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得と

く

意い

分ぶ
ん

野や

や
適て

き

性せ
い

を
組く

み
合あ

わ
せ
て
、
良よ

い
結け

っ

果か

を
出だ

す
。
互た

が

い
に
多た

少し
ょ
うの
不ふ

満ま
ん

は
あ
っ
て
も
グ
ル
ー
プ
研け

ん

究き
ゅ
うの
成せ

い

果か

を
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
我が

慢ま
ん

す
る
の
で
、
他た

国こ
く

の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
「
自じ

分ぶ
ん

が

自じ

分ぶ
ん

が
」
の
議ぎ

論ろ
ん

だ
け
で
時じ

間か
ん

を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事こ

と

は
な
い
。

　

そ
の
後ご

、
筆ひ

っ

者し
ゃ

自じ

身し
ん

が
い
ろ
い
ろ
な
国く

に

で
仕し

事ご
と

を
し
た
り
、

経け
い

営え
い

者し
ゃ

と
し
て
現げ

ん

地ち

人じ
ん

と
働は

た
ら
い
た
り
し
た
経け

い

験け
ん

を
通つ

う

じ
て
、

日に

本ほ
ん

は
「
和わ

」
を
通つ

う

じ
て
力ち

か
ら
を
発は

っ

揮き

す
る
国く

に

だ
、
と
い
う
思お

も

い
を
ま
す
ま
す
強つ

よ

く
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
我わ

が
国く

に

の
美う

つ
く
し
さ
で
あ
り
、
強つ

よ

さ
な
の
だ
、
と
思お

も

う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
「
和わ

の
国く

に

」
の
礎

い
し
ず
えと
な
っ
た
の
が
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条
じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

で
あ
る
。

　

あ
る
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

は
、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

を
読よ

ん
で
感か

ん

想そ
う

文ぶ
ん

を
書か

く
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
与あ

た

え
ら
れ
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
記し

る

し
た
。

　

私わ
た
しは
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

を
読よ

む
前ま

え

、
何な

に

か
理り

解か
い

で
き
な
い
、
む
ず
か

し
い
こ
と
ば
か
り
が
書か

か
れ
て
い
る
と
思お

も

っ
て
、
内な

い

容よ
う

等な
ど

に
読よ

み
入い

っ
た
事こ

と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
よ
く
読よ

ん
で
み
る
と
私わ

た
しの

思お
も

い
あ
た
る
こ
と
ば
か
り
で
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
言い

わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気き

持も
ち

さ
え
し
て
き
た
。
昔む

か
し
も
今い

ま

も
人ひ

と

の
心こ

こ
ろは
変か

わ

ら
な
い
の

だ
な
と
思お

も
っ
た
。す
る
と
昔む

か
しの
人ひ

と

が
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
ら
れ
た
。［
１
，　

Ｐ
２
］

　
た
と
え
ば
、
第だ

い

十じ
ゅ
う

条じ
ょ
うに
は
こ
ん
な
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　

人ひ
と

皆み
な

心こ
こ
ろ

有あ

り
。
心お

の

各お
の

執し
ゅ
う

有あ

り
。
彼か

れ

是ぜ

と
す
る
と
き
は
則

す
な
わ

「
和わ

の
国く

に

」
日に

本ほ
ん

の
礎い

し
ず
え

　
　

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
十じ

ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

２０１９年
ねん

７月
がつ

２１日
にち

版
ばん

ち
我わ

れ

は
非ひ

と
す
。
我わ

れ

是ぜ

と
す
る
と
き
は
則す

な
わ
ち
彼か

れ

は
非ひ

と
す
。

我わ
れ

必か
な
らず
し
も
聖せ

い

に
あ
ら
ず
、
彼か

れ

必か
な
らず
し
も
愚ぐ

に
非あ

ら

ず
。
共と

も

に

是こ
れ

れ
凡ぼ

ん

夫ぷ

の
み
。
是ぜ

非ひ

の
理り

な
ん
ぞ
能よ

く
定さ

だ

む
べ
き
。
相あ

い

共と
も

に
賢け

ん

愚ぐ

な
る
こ
と
、
鐶

み
み
が
ねの
端は

し

無な

き
が
如ご

と

し
。

　

人ひ
と

は
皆み

な

心こ
こ
ろを
も
っ
て
い
る
。
そ
の
心こ

こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
くし
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
彼か

れ

が
自じ

分ぶ
ん

は
正た

だ

し
い
と
思お

も
っ
て
も
、

私わ
た
しは
そ
う
は
思お

も

わ
な
い
。
私わ

た
しが
正た

だ

し
い
と
思お

も
っ
て
も
、
彼か

れ

は
そ

う
は
思お

も

わ
な
い
。
私わ

た
しは
か
な
ら
ず
し
も
聖せ

い

人じ
ん

で
は
な
く
、
彼か

れ

も

か
な
ら
ず
し
も
愚お

ろ

か
者も

の

で
は
な
い
。

　
彼か

れ

も
私わ

た
しも
共と

も

に
い
た
ら
な
い
凡ぼ

ん

夫ぷ

で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
ど

ち
ら
が
正た

だ

し
い
と
い
う
こ
と
を
決き

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

彼か
れ

も
私わ

た
しも
賢け

ん

愚ぐ

な
る
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
鎖く

さ
り
（
耳み

み

輪わ

）
に
端は

し

が

な
い
よ
う
な
も
の
だ
。［
１
，　
Ｐ
８
２
］

　

我わ
れ

々わ
れ

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
も
、
よ
く
意い

見け
ん

が
対た

い

立り
つ

し
て
、
相あ

い

手て

は
ど
う
し
て
こ
ん
な
事こ

と

が
判わ

か

ら
な
い
の
だ
ろ
う
、
と
腹は

ら

立だ

た
し

く
思お

も

う
時と

き

が
た
び
た
び
あ
る
。
そ
ん
な
時と

き

に
、「
私わ

た
しは
か
な
ら

ず
し
も
聖せ

い

人じ
ん

で
は
な
く
、
彼か

れ

も
か
な
ら
ず
し
も
愚お

ろ

か
者も

の

で
は
な

い
。
彼か

れ

も
私わ

た
し
も
共と

も

に
い
た
ら
な
い
凡ぼ

ん

夫ぷ

で
あ
る
」
と
太た

い

子し

に
言い

わ
れ
る
と
、
ま
さ
に
「
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
言い

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気き

持も
ち

」
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
か
ら
と
言い

っ
て
、
昔む

か
し
か
ら
和わ

を
守ま

も
っ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
太た

い

子し

の
時じ

代だ
い

は
特と

く

に
国こ

く

内な
い

が
混こ

ん

乱ら
ん

し
て
い
た
。
た

と
え
ば
第だ

い

３
１
代だ

い

・
用よ

う

明め
い

天て
ん

皇の
う

２
（
５
８
７
）
年ね

ん

、
仏ぶ

っ

教き
ょ
うを

入い

れ
る
か
ど
う
か
で
物も

の

部の
べ

氏し

と
蘇そ

我が

氏し

が
戦た

た
か
う
丁て

い

未び

の
乱ら

ん

が

起お

き
た
。
用よ

う

明め
い

天て
ん

皇の
う

の
皇お

う

子じ

で
あ
っ
た
太た

い

子し

も
１
０
代だ

い

前ぜ
ん

半は
ん

な
が
ら
、
蘇そ

我が

氏し

側が
わ

に
立た

っ
て
戦

た
た
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
太た

い

子し

の
叔お

父じ

に
あ
た
る
第だ

い

３
２
代だ

い

・
崇す

峻し
ゅ
ん

天て
ん

皇の
う

は
蘇そ

我が
の

馬う
ま

子こ

の
手て

の
者も

の

に
よ
っ
て
暗あ

ん

殺さ
つ

さ
れ
た
。
５
９
２
年ね

ん

、
太た

い

子し

が
１
８
歳さ

い

前ぜ
ん

後ご

の
事こ

と

で
あ
っ
た
。
天て

ん

皇の
う

が
臣し

ん

下か

に
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た

の
は
、
確か

く

認に
ん

さ
れ
て
い
る
史し

実じ
つ

と
し
て
は
史し

上じ
ょ
う

唯ゆ
い

一い
つ
の
大だ

い

事じ

件け
ん

で
あ
る
。
こ
の
後あ

と

、
崇す

峻し
ゅ
ん

天て
ん

皇の
う

の
姉あ

ね

に
あ
た
る
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

が
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
女じ

ょ

帝て
い

と
し
て
即そ

く

位い

し
、
太た

い

子し

が
皇こ

う

太た
い

子し

と
し
て

摂せ
っ

政し
ょ
うの
任に

ん

に
あ
た
っ
た
。
ま
さ
に
国こ

く

内な
い

の
動ど

う

乱ら
ん

の
時じ

期き

だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
少

し
ょ
う

年ね
ん

時じ

代だ
い

、
青せ

い

年ね
ん

時じ

代だ
い

か
ら
、
国こ

く

内な
い

の
不ふ

和わ

、

戦せ
ん

争そ
う

、
暗あ

ん

殺さ
つ

な
ど
を
見み

て
こ
ら
れ
た
太た

い

子し

は
、
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

の
醜

み
に
く

い
面め

ん

が
よ
く
見み

え
た
の
で
あ
ろ
う
。「
人ひ

と

は
皆み

な

心こ
こ
ろを
も
っ
て
い
る
。

そ
の
心こ

こ
ろは
、
そ
れ
ぞ
れ
が
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
くし
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
な
ど

と
い
う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

は
、
太た

い

子し

の
体た

い

験け
ん

的て
き

告こ
く

白は
く

な
の
だ
。
こ
れ
以い

外が
い

に
も
、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

に
は
こ
ん
な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

が
あ
る
。

（
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
う）
人ひ

と

皆み
な

党た
む
らあ
り
、
亦ま

た

達さ
と

れ
る
者も

の

少す
く
なし
。
是こ

こ

を
以も

っ

て
或あ

る

い
は
君く

ん

父ぷ

に
順

ま
つ
ろ
はず
、
乍た

ち
まち
隣り

ん

里り

に
違た

が

ふ
。

【
拙せ

つ

訳や
く

】
人ひ

と

は
群む

れ
を
つ
く
り
た
が
り
、悟さ

と
っ
た
人に

ん

間げ
ん

は
少す

く

な
い
。

君く
ん

主し
ゅ

や
父ち

ち

親お
や

に
し
た
が
わ
ず
、
近き

ん

隣り
ん

の
人ひ

と

と
も
う
ま
く
い
か
な

い
。

（
第だ

い

六ろ
く

条じ
ょ
う）
亦ま

た

佞ね
い

媚び

な
る
者も

の

は
、
上う

え

に
対た

い

し
て
は
則す

な
は
ち
好こ

の

ん
で

下し
た

の
過

あ
や
ま
ちを
説と

き
、
下し

た

に
逢あ

ひ
て
は
則す

な
は
ち
上う

え

の
失し

つ

を
誹ひ

謗ぼ
う

す
。

【
拙せ

つ

訳や
く

】
ま
た
こ
び
へ
つ
ら
う
者も

の

は
、
上う

え

に
は
好こ

の

ん
で
下し

た

の
者も

の

の
過か

失し
つ

を
言い

い
つ
け
、
下し

た

に
向む

か
う
と
上う

え

の
者も

の

の
過か

失し
つ

を
誹ひ

謗ぼ
う

す
る
。

（
第だ

い

十じ
ゅ
う

四よ
ん

条じ
ょ
う）
我わ

れ

既す
で

に
人ひ

と

を
嫉ね

た

め
ば
、
人ひ

と

亦ま
た

我わ
れ

を
嫉そ

ね

む
。
嫉し

っ

妬と

の
患か

ん

そ
の
極き

ょ
く
を
知し

ら
ず
。
所ゆ

以え

に
、
智ち

己お
の
れに
勝ま

さ

る
と
き
は

則す
な
はち
悦

よ
ろ
こ
ばず
、
才さ

い

己お
の
れに
優す

ぐ

る
と
き
は
則す

な
はち
嫉ね

妬た

む
。

【
拙せ

つ

訳や
く

】
自じ

分ぶ
ん

が
人ひ

と

に
嫉し

っ

妬と

す
れ
ば
、
人ひ

と

も
ま
た
自じ

分ぶ
ん

に
嫉し

っ

妬と

す
る
。
嫉し

っ

妬と

の
患わ

ず
らい
は
限か

ぎ

り
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
自じ

分ぶ
ん

よ
り

知ち

識し
き

が
す
ぐ
れ
て
い
る
人ひ

と

が
い
る
と
よ
ろ
こ
ば
ず
、
才さ

い

能の
う

が
ま

さ
っ
て
い
る
と
思お

も

え
ば
嫉し

っ

妬と

す
る
。

　

党と
う

派は

心し
ん

、
へつ
ら
い
と
誹ひ

謗ぼ
う

、
嫉し

っ

妬と

―
こ
う
い
う
人に

ん

間げ
ん

の
醜

み
に
く

さ
を
太た

い

子し

は
凝

ぎ
ょ
う

視し

し
て
い
た
。
こ
の
地じ

獄ご
く

図ず

か
ら
如い

何か

に
人ひ

と

々び
と

を
救す

く

い
出だ

す
か
。
そ
の
答こ

た

え
と
し
て
書か

か
れ
た
の
が
、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

で
あ
っ
た
。

　

十
じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

と
言い

え
ば
、「
和わ

を
以も

っ

て
貴た

ふ
と
し
と
為な

し
」
と

い
う
冒ぼ

う

頭と
う

の
一い

っ

句く

が
あ
ま
り
に
も
有ゆ

う

名め
い

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人ひ

と

は
こ
れ
を
「
仲な

か

良よ

く
す
る
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

だ
」
と
い
う
ほ
ど
に
捉と

ら

え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

の
醜み

に
く
さ
を
凝

ぎ
ょ
う

視し

さ
れ
た
上う

え

で
の
言こ

と

葉ば

が
、

そ
ん
な
お
花は

な

畑ば
た
け

思し

考こ
う

で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
句く

の
後あ

と

に

は
、
上

じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
「
人ひ

と

皆み
な

党た
む
らあ
り
」
が
続つ

づ

く
。
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
うの
前ぜ

ん

半は
ん

を

通と
お

し
て
見み

れ
ば
：

一い
ち、
に
曰い

わ

く
、
和わ

を
以も

っ

て
貴た

ふ
と
し
と
為な

し
、
忤さ

か

ふ
こ
と
無な

き
を

宗む
ね

と
為な

す
。
人ひ

と

皆み
な

党た
む
らあ
り
、
亦ま

た

達さ
と

れ
る
者も

の

少す
く
なし
。
是こ

こ

を
以も

っ

て

或あ
る

い
は
君く

ん

父ぷ

に
順

ま
つ
ろ
はず
、
乍

た
ち
ま
ち

隣り
ん

里り

に
違ち

が

う
。［
１
，　
Ｐ
１
８
］

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
、
小こ

柳や
な
ぎ

陽よ
う

太た

郎ろ
う

先せ
ん

生せ
い

（
元も

と

・
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

立り
つ

修
し
ゅ
う

猷ゆ
う

館か
ん

高こ
う

校こ
う

教き
ょ
う

諭ゆ

）
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
精せ

い

密み
つ

に
解か

い

釈し
ゃ
くし
て
い
る
。

　
「
忤さ

か

ふ
」
は
さ
か
ら
ふ
こ
と
で
せ
う
が
、・
・
・
い
つ
も
自じ

分ぶ
ん

と
い
ふ
も
の
を
意い

識し
き

す
る
、
人ひ

と

の
世せ

界か
い

に
す
っ
と
入は

い
っ
て
い
く

こ
と
が
出で

来き

な
い
、
さ
う
い
ふ
心こ

こ
ろの
姿し

勢せ
い

、
心こ

こ
ろの
「
こ
だ
は
り
」

を
い
ふ
の
で
せ
う
。
そ
の
「
忤さ

か

ふ
」
と
い
ふ
心し

ん

理り

を
も
っ
と
具ぐ

体た
い

的て
き

に
述の

べ
ら
れ
た
の
が
次つ

ぎ

の
文ぶ

ん

で
す
。

　
す
な
は
ち
「
人ひ

と

皆み
な

党た
む
らあ
り
、
亦ま

た

達さ
と

れ
る
者も

の

少す
く
なし
」
─
─
人ひ

と

は
皆み

な

そ
れ
ぞ
れ
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
世せ

界か
い

に
閉と

ぢ
こ
も
る
性せ

い

質し
つ

を
も
っ

て
ゐ
る
、「
た
む
ら
」
の
「
む
ら
」
は
群む

ら

が
る
の
「
む
ら
」
に

通つ
う

じ
る
の
で
せ
う
。「
達さ

と

れ
る
」
と
い
ふ
の
は
「
達さ

と

」
と
い
ふ

字じ

か
ら
考か

ん
がへ
て
も
、
相あ

い

手て

の
心こ

こ
ろの
中な

か

に
す
っ
と
は
い
っ
て
行い

く
、

飛と

び
こ
ん
で
い
く
と
い
ふ
こ
と
で
せ
う
が
、
さ
う
い
ふ
人ひ

と

は
非ひ

常じ
ょ
うに
少す

く
ない
。

　
か
う
い
ふ
わ
け
で
「
或あ

る
いは
君く

ん

父ぷ

に
順ま

つ
ろは
ず
」、
君く

ん

と
い
ふ
の

は
国こ

っ

家か

生せ
い

活か
つ

に
お
け
る
天て

ん

皇の
う

、
或あ

る
い
は
天て

ん

皇の
う

に
集

し
ゅ
う

約や
く

さ
れ
て
い

く
そ
れ
ぞ
れ
の
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
主し

ゅ

君く
ん

、
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

に
お
け
る

父ち
ち

、
さ
う
い
ふ
長

ち
ょ
う

上じ
ょ
うの
言こ

と

葉ば

に
従し

た
がは
う
と
は
し
な
い
、
そ
し
て
、

「
乍た

ち
まち
隣り

ん

里り

に
違た

が

ふ
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

　
「
乍た

ち
ま
ち
」
と
い
ふ
こ
と
は
君く

ん

父ぷ

に
順ま

つ
ろは
な
い
心し

ん

理り

が
、
そ
の

ま
ゝ
隣と

な
りの
人ひ

と

に
心こ

こ
ろ
を
通か

よ

は
せ
る
こ
と
が
出で

来き

な
い
と
い
ふ
結け

っ

果か

を
導み

ち
び
く
こ
と
を
示し

め

し
て
ゐ
る
と
思お

も

は
れ
ま
す
。［
１
，　

Ｐ

５
９
］

　
こ
の
よ
う
に
「
忤さ

か

ふ
」「
順ま

つ
ろ
は
ず
」「
違た

が

ふ
」
と
い
う
、
互た

が

い
に
な
か
な
か
心こ

こ
ろ
を
通か

よ

い
合あ

わ
せ
る
事こ

と

の
で
き
な
い
人に

ん

間げ
ん

の
性さ

が

を
、
太た

い

子し

は
見み

据す

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上う

え

で
、
太た

い

子し

は
一い

っ

転て
ん

し
て
、
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
うの
後こ

う

半は
ん

で
理り

想そ
う

を

描え
が

く
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

　

然し
か

れ
ど
も
、
上か

み

和や
わ
らぎ
下し

も

睦む
つ

び
て
、
事こ

と

を
論

あ
げ
つ
らふ
に
諧か

な

ひ
ぬ
る

と
き
は
、
す
な
わ
ち
事じ

理り

お
の
ず
か
ら
通つ

う

ず
。
何な

に

事ご
と

か
成な

さ

ら

ざ
ら
む
。［
１
，　

Ｐ
１
８
］

　
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
小こ

柳や
な
ぎ

先せ
ん

生せ
い

は
以い

下か

の
よ
う
に
解か

い

釈し
ゃ
くす
る
。

　
上う

え

の
人ひ

と

が
や
は
ら
か
な
気き

持も
ち

で
下し

た

に
接せ

っ

し
、
下し

た

の
人ひ

と

が
ま

た
暖あ

た
た
か
な
心こ

こ
ろ
で
上う

え

の
人ひ

と

に
親し

た

し
み
合あ

っ
て
ゆ
け
ば
本ほ

ん

当と
う

の
平

び
ょ
う

等ど
う

の
世せ

界か
い

が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
て
、
事こ

と

を
論ろ

ん

じ
て
ゆ
く
の
に
「
諧か

な
うふ
」

と
き
は
、

─
─　
「
諧か

な
う」
と
い
ふ
字じ

は
音お

ん

楽が
く

で
使つ

か

ふ
ハ
ー
モ
ニ
イ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
音お

と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
美う

つ
くし
さ
を
保た

も

ち
な
が
ら
、
そ
れ
が
一ひ

と

つ
に
集

し
ゅ
う

約や
く

さ
れ
て
全ぜ

ん

体た
い

で
美う

つ
くし
い
調

ち
ょ
う

和わ

の
と
れ
た
音ね

色い
ろ

を
発は

っ

す

る
と
い
ふ
こ
と
で
す
が
、
か
う
し
て
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

の
心こ

こ
ろが
生い

か
さ

れ
た
ま
ゝ
で
全ぜ

ん

体た
い

の
中な

か

に
命い

の
ちが
通か

よ
っ
て
い
く
、
そ
の
と
き
に
は

「
事じ

理り

自み
ず
から
通か

よ

ふ
」
─
─

　
「
事こ

と

」
は
人じ

ん

生せ
い

の
さ
ま
ざ
ま
な
事じ

実じ
つ

、「
理り

」
は
そ
れ
を
支さ

さ
へ

て
ゐ
る
道ど

う

理り

、
そ
の
事じ

実じ
つ

と
道ど

う

理り

が
一い

っ

致ち

す
る
は
ず
だ
と
い
は

れ
る
の
で
す
。［
１
，　
Ｐ
５
４
］

　
「
和わ

」
と
は
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
で
あ
る
と
考か

ん
が
え
れ
ば
、
単た

ん

に

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよ
うな話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。よ
り多

おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習
者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくださ
い。            （ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５３５２号 	１０月	１９日	（土曜日）

「
仲な

か

良よ

く
す
る
」
と
い
う
事こ

と

と
は
次じ

元げ
ん

の
全ま

っ
た
く
違ち

が

う
理り

想そ
う

で
あ

る
こ
と
が
感か

ん

じ
と
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
和わ

」
は
「
上う

え

の
人ひ

と

が
や
は
ら
か
な
気き

持も
ち

で
下し

た

に
接せ

っ

し
、
下し

た

の
人ひ

と

が
ま
た
暖あ

た
たか

な
心こ

こ
ろで
上う

え

の
人ひ

と

に
親し

た

し
み
合あ

う
」
事こ

と

に
よ
っ
て
「
心こ

こ
ろ
が
通か

よ

う
」

こ
と
で
実じ

つ

現げ
ん

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
人ひ

と

皆み
な

党た
む
らあ
り
云う

ん

々ぬ
ん

」
と
い
う
「
凡ぼ

ん

人じ
ん

た
ち
」
が
、

ど
う
し
て
突と

つ

然ぜ
ん

、「
上う

え

和や
わ

ら
ぎ
下し

た

睦む
つ

び
て
」
な
ど
と
い
う
事こ

と

が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
都と

立り
つ

高こ
う

校こ
う

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

で
長な

が

年ね
ん

、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
讃さ

ん

仰ぎ
ょ
う

研け
ん

究き
ゅ
うを
続つ

づ

け
て
き
た
桑く

わ

原は
ら

暁ぎ
ょ
う

一い
ち

先せ
ん

生せ
い

は
こ
う
い
う
疑ぎ

問も
ん

を
抱い

だ

い
て
い
た
。
先せ

ん

生せ
い

が
見み

つ
け
た
答こ

た

え

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
疑ぎ

問も
ん

を
解と

く
た
め
に
は
、
党

た
む
ら

心ご
こ
ろあ
っ
て
達さ

と

り
な
き
も
の

で
「
あ
れ
ば
こ
そ
」、
上

じ
ょ
う

下げ

和わ

睦ぼ
く

し
て
、
は
じ
め
て
事じ

理り

通か
よ

ふ

こ
と
が
で
き
る
、
と
読よ

ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上

じ
ょ
う

下げ

和わ

睦ぼ
く

し
て
と
も

に
議ぎ

を
尽つ

く

す
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
党

た
む
ら

心こ
こ
ろあ
っ
て
達さ

と

り
な
き
ま
ゝ

に
、
そ
れ
を
超こ

え
る
方ほ

う

途と

で
あ
る
、
と
い
ふ
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。［
１
，　
Ｐ
６
２
］

　
こ
れ
は
単た

ん

な
る
「
解か

い

釈し
ゃ
く」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、「
太た

い

子し

と
共と

も

に
生い

き
て
こ
ら
れ
た
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

に
し
て
は
じ

め
て
垣か

い

間ま

見み

る
こ
と
の
で
き
る
世せ

界か
い

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
小こ

柳や
な
ぎ

先せ
ん

生せ
い

は
言い

う
。
そ
の
垣か

い

間ま

見み

た
世せ

界か
い

を
、
桑く

わ

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
描か

く
。

　
こ
の
や
う
に
し
て
、
太た

い

子し

に
と
っ
て
「
和わ

」
と
は
私し

心し
ん

を
捨す

て
去さ

る
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
お
互た

が

ひ
に
私し

心し
ん

あ
る
も
の
な
れ

ば
こ
そ
、
衆し

ゅ
うと
と
も
に
議ぎ

を
尽つ

く

し
、
論ろ

ん

を
究き

わ

め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
づ
か
に
個こ

こ々

の
私し

心し
ん

を
超こ

え
た
も
の
、
す
な
は
ち
事じ

理り

が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　

自じ

分ぶ
ん

が
太た

い

子し

に
と
っ
て
の
「
和わ

」
と
は
、
衆し

ゅ
う
と
と
も
に
よ

り
高た

か

き
も
の
を
志し

向こ
う

す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
っ
た
の
は
、
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

一い
ち

条じ
ょ
うの
こ
の
や
う
な
理り

解か
い

に
基も

と

づ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

［
１
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Ｐ
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］

　
「
和わ

」
と
は
、「
衆し

ゅ
うと
と
も
に
よ
り
高た

か

き
も
の
を
志し

向こ
う

す
る
こ

と
」
と
は
、
そ
の
前ま

え

に
法ほ

う

隆り
ゅ
う

寺じ

五ご

重じ
ゅ
うの
塔と

う

の
美う

つ
くし
さ
に
つ
い
て

書か

か
れ
た
次つ

ぎ

の
一い

ち

文ぶ
ん

を
指さ

し
て
い
る
。

　
両り

ょ
うの
手て

に
広ひ

ろ

く
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
抱だ

き
つ
ゝ
、
急い

そ

が
ず
、
あ
せ
ら
ず
、

だ
ん
だ
ん
と
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
上う

え
へ
上う

え
へ
と
引ひ

き
あ
げ
て
行い

く
、
と
い
っ

た
ら
よ
い
で
あ
ら
う
か
、
ま
た
そ
れ
は
「
和わ

」
の
形か

た
ちと
い
っ
て

も
よ
い
。
太た

い

子し

に
と
っ
て
「
和わ

」
と
は
、
相あ

い

共と
も

に
よ
り
高た

か

き
も

の
を
志し

向こ
う

す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。［
１
，　
Ｐ
６
７
］

　
「
和わ

」
と
は
「
相あ

い

共と
も

に
よ
り
高た

か

き
も
の
を
志し

向こ
う

す
る
と
い
ふ

１
．「
和わ

の
国く

に

」
日に

本ほ
ん

の
礎い

し
ず
え

２
．「
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
言い

わ
れ
て
い
る

         

よ
う
な
気き

持も
ち

さ
え
し
て
き
た
」

４
．「
忤さ

か

ふ
」「
順ま

つ
ろ

は
ず
」「
違た

が

ふ
」

こ
と
」、
す
な
わ
ち
、「
忤さ

か

ふ
」「
順ま

つ
ろ
は
ず
」「
違た

が

ふ
」
と
い
う

「
私し

心し
ん

」
に
満み

ち
た
人に

ん

間げ
ん

、「
共と

も

に
是こ

れ

れ
凡ぼ

ん

夫ぷ

の
み
」
の
「
凡ぼ

ん

夫ぷ

」
た
ち
が
、「
衆し

ゅ
う
と
と
も
に
議ぎ

を
尽つ

く

し
、
論ろ

ん

を
究き

わ

め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
わ
づ
か
に
個こ

こ々

の
私し

心し
ん

を
超こ

え
」
て
行い

く
、
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、「
何な

に

事ご
と

か
成な

さ

ら
ざ
ら
む
（
何な

に

か
、
で
き

な
い
事こ

と

が
あ
ろ
う
か
）」
と
太た

い

子し

は
結む

す

ば
れ
る
。
こ
の
言こ

と

葉ば

に

つ
い
て
小こ

柳や
な
ぎ

先せ
ん

生せ
い

は
こ
う
指し

摘て
き

す
る
。

　
こ
の
「
何な

に

事ご
と

か
成な

さ

ら
ざ
ら
む
」
と
い
ふ
、
非ひ

常じ
ょ
うに
張は

り
つ

め
た
、
緊き

ん

張ち
ょ
うし
た
言こ

と

葉ば

の
調し

ら

べ
に
心こ

こ
ろを
と
ど
め
て
い
た
だ
き
た

い
。・
・
・
そ
こ
に
は
太た

い

子し

の
ゆ
る
ぎ
な
い
確か

く

信し
ん

が
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ

て
い
る
。［
１
，　
Ｐ
６
６
］

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
憲け

ん

法ぽ
う

十じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
うは
、
皇こ

う

太た
い

子し

か
つ
摂せ

っ

政し
ょ
うと
い
う
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．
太た

い

子し

が
凝ぎ

ょ
う

視し

し
た

　
　

人に
ん

間げ
ん

性せ
い

の
醜み

に
く

い
面め

ん

５
．「
和わ

」
と
は
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

６
．「
お
互た

が

ひ
に
私し

心し
ん

あ
る
も
の

         

な
れ
ば
こ
そ
」

７
．『
和わ

』
と
は
相あ

い

共と
も

に

        

よ
り
高た

か

き
も
の
を

        

志し

向こ
う

す
る
と
い
ふ
こ
と
」

８
．
十じ

ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

が
目め

指ざ

し
た

         「
和わ

」
の
世せ

界か
い

高た
か

い
地ち

位い

に
あ
る
人ひ

と

が
俗ぞ

く

世せ

を
知し

ら
な
い
ま
ま
に
、
大た

い

陸り
く

の
思し

想そ
う

家か

の

文ぶ
ん

章し
ょ
うを
切き

り
貼は

り
し
て
、
道ど

う

徳と
く

的て
き

な
お
説せ

っ

教き
ょ
うを
垂た

れ
た
、
な
ど
と
い

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

少
し
ょ
う

年ね
ん

の
頃こ

ろ

か
ら
、
豪ご

う

族ぞ
く

間か
ん

の
争

あ
ら
そ

い
、
内な

い

戦せ
ん

、
そ
し
て
天て

ん

皇の
う

暗あ
ん

殺さ
つ

と

い
う
大だ

い

事じ

件け
ん

ま
で
起お

こ
し
た
当と

う

時じ

の
国こ

く

情じ
ょ
うを
い
か
に
変か

え
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
に
現げ

ん

実じ
つ

の
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

の
醜

み
に
く

さ
を
凝

ぎ
ょ
う

視し

し
た
上う

え

で
、
そ
の
私し

情
じ
ょ
う

を
わ
ず
か
に
で
も
超こ

え
て
、
人ひ

と

々び
と

を

「
公こ

う

」
に
向む

か
わ
せ
て
い
く
た
め
の

道み
ち

が
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
描え

が

か
れ
た
理り

想そ
う

は
、
大た

い

陸り
く

や
半は

ん

島と
う

の
専せ

ん

制せ
い

君く
ん

主し
ゅ

に
よ
る
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

治じ

で
は
な
く
、
私し

情じ
ょ
うを
抱だ

き

つ
つ
も
公こ

う

に
向む

か
う
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
持も

っ
た

人ひ
と

々び
と

が
「
相あ

い

共と
も

に
よ
り
高た

か

き
も
の

を
志し

向こ
う

す
る
」
と
い
う
「
和わ

」
の

世せ

界か
い

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現げ

ん

実じ
つ

の
政せ

い

治じ

に
具ぐ

現げ
ん

し
た
の
が
、
大た

い

化か

の
改か

い

新し
ん

と
そ
の
後ご

の
「
公こ

う

地ち

公こ
う

民み
ん

」
の

国く
に

づ
く
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
比ひ

較か
く

中ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

』［
Ａ
］

で
述の

べ
た
通と

お

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
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責せ
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み
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中
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ゅ
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学が
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Transferência de provas para 
Hokkaido é aprovada por COI e 
organizadores da Tóquio–2020

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Tóquio–2020 (18/10/2019)

O presidente do Comitê 
Olímpico Internacional 
(COI) afirma que a enti-
dade e os organizadores 
japoneses aprovaram um 
plano de transferência 
das provas de maratona e 
marcha atlética dos Jogos 
Olímpicos de 2020 em 
Tóquio da capital japone-
sa para Hokkaido.
Thomas Bach fez o anún-
cio em reunião de re-
presentantes de comitês 
olímpicos de 206 países e 

regiões realizada quinta-
feira em Catar.
Informou que o COI for-
mou uma equipe especial 
encarregada de definir 
medidas para enfrentar o 
calor do verão, em confor-
midade com o princípio de 
dar prioridade aos atletas. 
Ele explicou que o COI e 
o comitê organizador da 
Tóquio–2020 decidiram 
transferir as provas das 
duas modalidades para a 
cidade de Sapporo, que 

fica cerca de 800 quilô-
metros ao norte da capital 
japonesa.
Em entrevista concedida 
a jornalistas na noite de 
quinta-feira, o presiden-
te do comitê organizador 
dos Jogos de Tóquio res-
saltou que a iniciativa é 
do COI e que organismos 
esportivos internacionais 
consideram o plano satis-
fatório. Yoshiro Mori deu 
indicações a jornalistas de 
que não é fácil rejeitar o 

plano do comitê.
Além disso, afirmou que o 
comitê organizador comu-
nicou ao COI a discordân-
cia do governo metropoli-
tano de Tóquio.
Mori comentou que o co-
mitê organizador precisa 
levar em conta as opiniões 
do governo metropolita-
no e da Associação das 
Federações de Atletas do 
Japão.

Japão considera enviar Forças de 
Autodefesa ao Oriente Médio

Militar (18/10/2019)

O Japão está consideran-
do enviar as forças de au-
todefesa do país ao Oriente 
Médio para colher infor-
mações e monitorar suas 
missões.
Segundo fontes do gover-
no, a política básica des-
te envio foi confirmada 
durante uma reunião do 
Conselho de Segurança 
Nacional realizada na sex-

ta-feira.
A operação vai provavel-
mente girar em torno do 
envio de destróieres e avi-
ões de patrulha da Força 
Marítima de Autodefesa.
Os Estados Unidos estão 
propondo uma coalizão 
internacional para garan-
tir a navegação segura no 
Estreito de Ormuz, em res-
posta ao aumento das ten-

Premiê japonês envia oferenda 
ritual ao Santuário Yasukuni

Japão vai participar de projeto 
de estação espacial lunar

Santuário Yasukuni (17/10/2019)

Desenvolvimento espacial (18/10/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, enviou 
uma oferenda ritual, na 
quinta-feira, ao Santuário 
Yasukuni, em Tóquio, em 
comemoração ao início do 
festival de outono do local, 
com quatro dias de dura-
ção. O Yasukuni homena-
geia japoneses que morre-
ram em guerras. Também 
são homenageados líderes 
condenados como prisio-
neiros de guerra após a Se-

O Japão informou que vai 
participar de um projeto li-
derado pelos EUA para co-
locar em órbita em volta da 
Lua uma estação espacial.
O governo tomou a deci-
são na sexta-feira em uma 
reunião no Quartel-Gene-
ral Estratégico para Polí-
ticas Nacionais Espaciais, 
da qual participou o premiê 
Shinzo Abe e ministros do 
Gabinete.
Os membros aceitaram 
a recomendação feita na 

gunda Guerra Mundial.
Abe não visita o local des-
de dezembro de 2013. No 
entanto, ele tem enviado 
vasos de plantas duas ve-
zes ao ano para os festivais 
de primavera e de outono.
Todos os anos, ele tam-
bém envia oferendas em 
dinheiro do próprio bolso 
no dia 15 de agosto, data 
que marca o fim da Segun-
da Guerra Mundial para o 
Japão.

quinta-feira por um painel, 
segundo a qual o Japão de-
veria participar do projeto 
Lunar Gateway da NASA, 
como o alicerce para mis-
sões à Lua.
Eles concordaram que a 
participação do Japão aju-
daria a cooperação nipo-a-
mericana na promoção do 
uso pacífico do espaço e 
ajudaria a ampliar a pre-
sença internacional do país 
por meio da tecnologia.

sões com o Irã.
No entanto, o envio do Ja-
pão não estaria relacionado 
àquela coalizão, levando 
em consideração os laços 
amigáveis que o Japão 
mantém há bastante tempo 
com o Irã. O envio seria 
parte de atividades estipu-
ladas por lei para “levanta-
mento e pesquisas” feitas 
pelas Forças de Autodefesa 

do Japão.
Um funcionário de alto 
escalão do Ministério dos 
Negócios Estrangeiros do 
Japão disse que a medida 
tem como objetivo garantir 
a segurança de navios ja-
poneses, e que o ministério 
vai apresentar sua posição 
aos Estados Unidos e ao 
Irã.

Tufão Hagibis não vitimou estrangeiros 
na província de Fukushima

População afetada por tufão Hagibis encontra 
dificuldades para se recuperar após o desastre

Milhares de pessoas permanecem em 
abrigos devido ao tufão

Procissão de entronização do Imperador 
Naruhito será adiada para o dia 10 de novembro

Tufão Hagibis (16/10/2019)

Tufão Hagibis (18/10/2019)

Tufão Hagibis (09/10/2019)

Procissão de entronização (17/10/2019)

A NHK apurou que auto-
ridades municipais na pro-
víncia de Fukushima não 
receberam relatos de que 
residentes ou turistas es-
trangeiros tenham se ferido 
ou ido para abrigos devido 
ao tufão Hagibis.
A NHK entrou com conta-
to com 22 municípios em 
Fukushima, uma das pro-
víncias mais atingidas pelo 
Hagibis. Diversos deles 
disponibilizaram abrigos 
antes ou após um dique do 

A população em regiões 
afetadas pelo tufão Hagi-
bis está enfrentando difi-
culdades para se recuperar 
das inundações. Resgatis-
tas continuam as buscas 
por oito pessoas desapare-

Um total de 4.249 pes-
soas permanece em abri-
gos de proteção em 13 
província do Japão, indi-
cando o nível de destrui-
ção causado pelo Tufão 

O governo do Japão pla-
neja adiar a procissão após 
a cerimônia de entroniza-
ção do Imperador Naruhito 
por cerca de três semanas, 
para o dia 10 de novembro.
Autoridades mencionaram 
a necessidade de lidar com 

rio Abukuma ter se rom-
pido devido às chuvas tor-
renciais, inundando amplas 
áreas.
Autoridades de Fukushi-
ma informam que 14.053 
estrangeiros moram na 
província, incluindo 3.647 
chineses e 2.735 filipinos. 
Segundo dados da imigra-
ção japonesa de dezembro 
de 2018, 225 brasileiros re-
sidiam na província.
A Associação Internacional 
de Fukushima está ofere-

cidas. O número de mor-
tos já chega a 79.
Cerca de 4 mil pessoas 
ainda estão vivendo em 
abrigos. Na província de 
Miyagi, os desalojados 
vêm tentando se manter 

Hagibis, na semana pas-
sada.
A Repartição do Gabine-
te japonês disse que até 
quinta-feira, a Província 
de Fukushima, no nor-

os grandes danos causados 
pelo tufão Hagibis. Elas di-
zem que vão se concentrar 
no auxílio e reconstrução 
das áreas afetadas.
A procissão em Tóquio 
estava programada para 
ocorrer logo após a entro-

cendo assistência em seis 
línguas — inglês, chinês, 
coreano, tagalo, vietnami-
ta e português. O número 
para contato é: 024-524-
1316.
Autoridades da cidade de 
Koriyama oferecem in-
formações em um website 
chamado “Koriyama City 
Foreign Language Portal”, 
disponível em geral em 
cinco idiomas: espanhol, 
português, inglês, coreano 
e chinês. Entretanto, alguns 

aquecidos em meio ao 
tempo frio. Uma solução 
paliativa tem sido a utili-
zação de camas de pape-
lão.
Na região central do Japão, 
diques temporários foram 

deste do país, registrara 
o maior número de fora-
gidos, com um total de 
1.699 pessoas em 51 ins-
talações de proteção.
A Província de Nagano, 

nização na terça-feira, dia 
22 de outubro.
Na cerimônia, o Imperador 
discursará declarando sua 
ascensão ao trono. O go-
verno informa que o even-
to, bem como quatro ban-
quetes a serem realizados a 

serviços foram adicionados 
em outras três línguas: viet-
namita, tagalo e tailandês.
A associação internacional 
administrada pela cidade 
de Iwaki oferece informa-
ções em quatro idiomas: 
inglês, chinês, coreano e 
vietnamita. O telefone da 
associação é: 0246-22-
7409.
Mais informações sobre 
demais províncias podem 
ser conferidas em outras 
notícias no website do ser-
viço de português da NHK.

construídos ao longo do 
rio Chikuma. Duas pesso-
as morreram na região e 
muitas outras tiveram que 
ser resgatadas após suas 
casas serem inundadas.

no noroeste de Tóquio, 
vem em seguida, com 956 
pessoas. A de Miyagi, ao 
norte de Fukushima, tem 
um total de 748.

partir de terça-feira ocorre-
rão em outubro, conforme 
planejado.
O governo pretende forma-
lizar a nova programação 
e outros detalhes em uma 
reunião do Gabinete na 
sexta-feira.





な
い
！
？

　
　
　
　
　

◎

　
こ
こ
何な

ん

年ね
ん

か
民み

ん

謡よ
う

を
嗜た

し
な

む

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
増ふ

え
て
い
る
。

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

の
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
て
い
た
イ
タ
リ

ア
系け

い

伯は
く

人じ
ん

の
ニ
ー
ナ
・
デ
・

マ
ル
コ
さ
ん
（
２
９
）
は
、
ロ

ッ
ク
で
も
歌う

た

い
出だ

し
そ
う
な

格か
っ

好こ
う

だ
が
、「
子こ

ど
も
の
頃こ

ろ

か

ら
聴き

い
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

　
「
日に

本ほ
ん

の
海う

み

で
生う

ま
れ
、
同お

な

じ
海う

み

を
通と

お

し
て
私わ

た
した
ち
の
心こ

こ
ろに
た
ど
り
着つ

い
た
『
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

』
の
普ふ

及き
ゅ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
、
永え

い

続ぞ
く

さ
せ
て
い
き
た
い
」
―
―
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

の
馬う

ま

欠か
け

場ば

哲て
つ

巨お

支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
、
そ
う
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。「
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」（
久く

保ぼ

田た

紀き

世よ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
が
今こ

ん

月げ
つ

１
７
日に

ち

夜よ
る

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

交こ
う

流り
ゅ
うセ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
約や

く

６
０
人に

ん

の
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

家か

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
照て

る

井い

誉よ

之の

助す
け

団だ
ん

長ち
ょ
うを
は
じ
め
、
日に

本ほ
ん

か
ら
は
６
人に

ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
来ら

い

伯は
く

。
会か

い

場じ
ょ
うで
は
至い

た

る
場ば

面め
ん

で
民み

ん

謡よ
う

が
歌う

た

わ
れ
た
他ほ

か

、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
よ
る
シ
ョ
ー
も
行お

こ
なわ
れ
る
な
ど
、
温あ

た
たか
く
笑わ

ら

い
の
絶た

え
な

い
時じ

間か
ん

と
な
っ
た
。

謡よ
う

が
大だ

い

好す

き
」
と
す
っ
か
り

魅み

力り
ょ
くに
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
今い

ま

は
三し

ゃ

味み

線せ
ん

を
演え

ん

奏そ
う

し
、

今こ
ん

後ご

は
尺

し
ゃ
く

八は
ち

を
や
っ
て
み
た

い
と
か
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

を
披ひ

露ろ
う

す
る
と
「
感か

ん

動ど
う

し

ち
ゃ
っ
た
わ
。
な
ん
て
綺き

麗れ
い

な

歌う
た

声ご
え

な
の
！
」
と
大だ

い

興こ
う

奮ふ
ん

で

録ろ
く

音お
ん

も
し
て
い
た
。
次つ

ぎ

に
大た

い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

す
る
の
は
彼か

の

女じ
ょ

か

も
！
？

照て
る

井い

団だ
ん

長ち
ょ
うは
、
疲つ

か

れ
を
感か

ん

じ

さ
せ
な
い
笑え

顔が
お

で
「
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

の
ル
ー
ツ
は
、
本ほ

ん

州し
ゅ
うか
ら

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

を
目め

指ざ

し
た
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

の
船せ

ん

頭ど
う

や
船ふ

な

乗の

り
た
ち
が

歌う
た

っ
た
も
の
」
と
起き

源げ
ん

を
語か

た

り
、「
故ふ

る

郷さ
と

に
思お

も

い
を
馳は

せ
る

気き

持も

ち
は
、
伯は

っ

国こ
く

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
相あ

い

通つ
う

ず
る
物も

の

が
あ
る
の
で

は
。
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
思お

も

い
を
乗の

せ
て

４
０
、５
０
年ね

ん

と
続つ

づ

け
て
ほ
し

い
」
と
当と

う

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

家か

ら
を
激げ

き

励れ
い

し
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

・
馬ば

場ば

光み
つ

男お

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは

「
自じ

分ぶ
ん

の
よ
う
な
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

出
し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

に
は
、
民み

ん

謡よ
う

と
い
え
ば

江え

差さ
し

追お

分い
わ
け。
故こ

郷き
ょ
うを
想お

も

う
こ

の
歌う

た

を
聴き

く
と
涙な

み
だ
が
出で

て
く

る
」
と
語か

た

っ
た
。
１
９
歳さ

い

で

渡と

伯は
く

し
た
馬ば

場ば

さ
ん
は
、
こ

の
歌う

た

に
励は

げ

ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。

　

野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
市し

議ぎ

の

代だ
い

理り

と
し
て
清し

水み
ず

オ
リ
ジ
オ

さ
ん
か
ら
同ど

う

支し

部ぶ

に
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

状じ
ょ
うが
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。
同ど

う

支し

部ぶ

か
ら
は
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

の
石い

し

川か
わ

さ
ん
、

第だ
い

１
回か

い

大た
い

会か
い

か
ら
参さ

ん

加か

し
て

い
る
有あ

り

熊く
ま

茂し
げ
るさ
ん
、
第だ

い

１
回か

い

大た
い

会か
い

か
ら
司し

会か
い

を
担た

ん

当と
う

す
る

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
へ
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うプ
レ
ー
ト

が
手て

渡わ
た

さ
れ
た
他ほ

か

、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

へ
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

　

ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
の
後あ

と

、
照て

る

井い

団だ
ん

長ち
ょ
うが
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
取と

り
、
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

と
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
よ

る
シ
ョ
ー
が
始は

じ

ま
っ
た
。
様さ

ま

々ざ
ま

な
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、

昨さ
く

年ね
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
民み

ん

謡よ
う

魂だ
ま
し
い
　

ふ
る
さ
と
の
唄う

た

』
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し

た
、
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

の

第だ
い

４
１
回か

い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の
寺て

ら

島し
ま

さ
ん
と
第だ

い

４
７
回か

い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の

日ひ

和わ

さ
ん
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
歌う

た

声ご
え

を
響ひ

び

か
せ
た
。
寺て

ら

島し
ま

さ
ん

は
息い

き

の
あ
っ
た
合あ

い
の
手て

や
手て

拍び
ょ
う

子し

に
、「
こ
ん
な
賑に

ぎ

や
か

な
の
は
初は

じ

め
て
」
と
驚お

ど
ろい
て
い

た
。

　

今こ

年と
し

の
「
第だ

い

３
１
回か

い

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

伯は
っ

国こ
く

大た
い

会か
い

」
で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
、

日に

本ほ
ん

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

し
た
グ
ラ
ウ
コ
・
ハ
デ
ス
さ
ん

（
２
１
、
四よ

ん

世せ
い

）
が
飛と

び
入い

り
で
「
灘な

だ

の
酒さ

け

造づ
く

り
唄う

た

」
を

熱ね
っ

唱し
ょ
う。
独ど

く

特と
く

の
節ふ

し

回ま
わ

し
と
思お

も

い
の
こ
も
っ
た
歌う

た

声ご
え

に
歓か

ん

声せ
い

が

上あ

が
っ
た
。

　

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

を
始は

じ

め
た
の
は

３
年ね

ん

前ま
え

だ
が
、
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

で

聴き

い
た
照て

る

井い

団だ
ん

長ち
ょ
うは
「
彼か

れ

が

歌う
た

っ
た
時と

き

拍は
く

手し
ゅ

が
起お

こ
っ
た
。

と
て
も
上

じ
ょ
う

手ず

で
、
初は

じ

め
て
受う

け
た
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

格か
く

３
級き

ゅ
う

を

取し
ゅ

得と
く

し
て
い
た
。
ま
ず
有あ

り

得え

な
い
程ほ

ど

す
ご
い
ん
で
す
よ
」

と
絶ぜ

っ

賛さ
ん

し
て
い
た
。

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

は
、
１
８
日に

ち

に
伯は

っ

国こ
く

の
民み

ん

族ぞ
く

音お
ん

楽が
く

グ
ル
ー
プ

　

奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

カ
ン
ポ
・

グ
ラ
ン
デ
支し

部ぶ

の
芸げ

い

能の
う

部ぶ

長
ち
ょ
う

な
ど
、
最さ

い

近き
ん

は
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

に

お
け
る
非ひ

日に
っ

系け
い

台た
い

頭と
う

が
目め

立だ

っ
て
き
て
い
る
。
彼か

れ

ら
と
話は

な

し

て
い
て
不ふ

満ま
ん

が
漏も

れ
る
の
は
、

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

の
大た

い

半は
ん

に
は
「
県け

ん

人じ
ん

子し

弟て
い

」
と
い
う
縛し

ば

り
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
だ
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に

無む

報ほ
う

酬し
ゅ
うで
あ
り
、
何な

ん

の
金き

ん

銭せ
ん

的て
き

な
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。
だ
か

ら
県け

ん

人じ
ん

子し

弟て
い

で
す
ら
活か

つ

動ど
う

に

参さ
ん

加か

す
る
者も

の

が
少す

く

な
い
。
一い

ち

番ば
ん

メ
リ
ッ
ト
を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

し
た
は

ず
の
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

で
す
ら
、

「
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ａ
」
の
ス
タ

ジ
オ
で
同ど

う

グ
ル
ー
プ
と
慶け

い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

が
共

き
ょ
う

演え
ん

。
１
９
日に

ち

に
は
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
、
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

伴ば
ん

奏そ
う

、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

伴ば
ん

奏そ
う

の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行お

こ
な
う
。

　

２
０
日か

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
は

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

「
夢む

海か
い

」
を
開か

い

催さ
い

。
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
当と

う

地ち

の
会か

い

員い
ん

も
加く

わ

わ

り
、
民み

ん

謡よ
う

１
５
曲き

ょ
く
を
歌う

た

う
予よ

定て
い

だ
。

　

１
９
日に

ち

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
５
０
レ
、
弁べ

ん

当と
う

代だ
い

３
０
レ
。

２
０
日か

の
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

の
チ
ケ

ッ
ト
は
６
０
レ
。
チ
ケ
ッ
ト
の

購こ
う

入に
ゅ
う、
問と

い
合あ

わ
せ
は
久く

保ぼ

田た

副ふ
く

支し

部ぶ

長ち
ょ
う（
１
２
・
９
８ 

１
４
９
・１
９
９
６
）
ま
で
。

帰か
え

っ
て
か
ら
会か

い

活か
つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

す
る
も
の
が
少す

く

な
い
の
が
現げ

ん

状じ
ょ
うだ
。

　

そ
の
中な

か

で
、
非ひ

日に
っ

系け
い

に
も

関か
か

わ
ら
ず
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
一い

ち

翼よ
く

を
担に

な

う
存そ

ん

在ざ
い

に
ま
で
な
っ
て
く

れ
て
い
る
の
に
、
日に

本ほ
ん

に
行い

く

機き

会か
い

な
い
の
は
い
か
が
な
も
の

か
…
。

『
歴れ

き

史し

を
見み

つ
め
て
、
１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

』
表ひ

ょ
う

紙し

N
A

K
 d

o B
rasil

＝
Ｉ

Ｎ
Ｂ
／
北き

た

川が
わ

ジ
ュ
ー
リ
ア
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
昨さ

く

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し

た
書し

ょ

籍せ
き

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

と
Ｉ
Ｎ
Ｂ
創そ

う

立り
つ

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
式し

き

典て
ん

を

２
３
日に

ち

（
水す

い

）
午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら
、ジ
ャ
パ
ン・ハ
ウ
ス（A

v. 

P
au

lista, 5
2

 - B
ela 

V
ista

）
で
行お

こ
な
う
。
出

し
ゅ
っ

席せ
き

は

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
み
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｂ
が
、
伯は

っ

国こ
く

で
法ほ

う

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

し
て
か
ら
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
た
こ
と
を
祝い

わ

う
。

　

今こ
ん

回か
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
る
書し

ょ

籍せ
き

は
『U

m
 O

lh
a

r 
n

a H
istó

ria
: 1

1
0

 
A

n
os da Im

igração 
Jap

on
esa n

o B
rasil

（
歴れ

き

史し

を
見み

つ
め
て 

ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
っ

周
し
ゅ
う

年ね
ん

）』（
エ
リ
ア
ネ
・
マ
シ
ャ
ド

華か

な
公こ

う

演え
ん

の
一い

ち

部ぶ

を
明あ

か
し

た
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

の
販は

ん

売ば
い

は
す
で

に
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

済ず

み
。

　

聖せ
い

市し

の
ク
ル
ー
ベ
・
シ
ル
ク

ロ
・
ミ
リ
タ
ー
ル
・
デ
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
同ど

う

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

に
は
、
約や

く

８
０
０
人に

ん

が

参さ
ん

加か

予よ

定て
い

。
そ
の
中な

か

で
行お

こ
な

わ

れ
る
シ
ョ
ー
で
は
、
コ
ロ
ニ
ア

歌か

手し
ゅ

の
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
エ
、
伊い

藤と
う

カ

レ
ン
、
鈴す

ず

木き

マ
リ
ア
ナ
、
棚た

な

原は
ら

邦く
に

弘ひ
ろ

の
４
氏し

が
計け

い

４
曲き

ょ
く

を

披ひ

露ろ
う

す
る
。

　
さ
ら
に
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

奏そ
う

者し
ゃ

の
シ
ェ

ン
・
響

き
ょ
う

盟め
い

・
リ
ベ
イ
ロ
さ
ん
、

三し
ゃ

味み

線せ
ん

奏そ
う

者し
ゃ

の
タ
マ
ナ
ハ
・

ヴ
ィ
ニ
シ
ウ
ス・
サ
ダ
オ
さ
ん
、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

女じ
ょ

声せ
い

コ
ー
ラ
ス
団だ

ん

、ヴ
ァ

　

聖せ
い

市し

初は
つ

の
カ
ラ
オ
ケ
店て

ん「
ど

ん
ぐ
り
」
を
１
９
７
７
年ね

ん

に

共き
ょ
う

同ど
う

経け
い

営え
い

し
た
米よ

ね

田た

利り

耕こ
う

さ

ん
が
、
１
７
日に

ち

に
病

び
ょ
う

気き

の
た

め
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

７
１
。

　

米よ
ね

田た

さ
ん
は
カ
ラ
オ
ケ
店て

ん

経け
い

営え
い

の
他ほ

か

、
旅り

ょ

行こ
う

会が
い

社し
ゃ

の
案あ

ん

内な
い

役や
く

、
翻ほ

ん

訳や
く

業ぎ
ょ
う

を
行

お
こ
な

っ
て
い

た
。

　

通つ

夜や

は
１
７
日に

ち

夜よ
る

に
、
聖せ

い

市し

の
ヴ
ィ
ラ
・
マ
リ
ア
ー
ナ
墓ぼ

地ち

で
、
告こ

く

別べ
つ

式し
き

は
１
８
日に

ち

に

ヴ
ィ
ラ
・
ア
ル
ピ
ー
ナ
区く

の

火か

葬そ
う

場ば

で
行お

こ
な

わ
れ
た
。

練
れん

習
しゅう

する平
ひら

田
た

さんとバンドメンバー

　

来ら
い

伯は
く

し
た
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

メ
ン
バ

ー
は
、
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うで

江え

差さ
し

町ち
ょ
うの
照て

る

井い

町ち
ょ
う

長ち
ょ
う、
同ど

う

会か
い

の
国こ

く

仙せ
ん

敏と
し

孝た
か

事じ

務む

局き
ょ
く

次じ

長ち
ょ
う、

民み
ん

謡よ
う

歌か

手し
ゅ

の
寺て

ら

島し
ま

絵え

里り

佳か

さ

ん
、
日ひ

和わ

義よ
し

貴き

さ
ん
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

奏そ
う

者し
ゃ

の
田た

村む
ら

壮そ
う

成せ
い

さ
ん
、
小お

野の

美み

香か

さ
ん
。

　

司し

会か
い

は
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
が

務つ
と

め
、
久く

保ぼ

田た

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
よ
る
挨あ

い

拶さ
つ

後ご

、
馬う

ま

欠か
け

場ば

支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
「
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

は
、

佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

師し

匠し
ょ
うの
直じ

き

弟て
い

で

あ
る
石い

し

川か
わ

諭さ
と
しさ
ん
に
よ
っ
て

普ふ

及き
ゅ
うさ
れ
、
こ
の
素す

晴ば

ら
し

い
文ぶ

ん

化か

を
継け

い

承し
ょ
うし
続つ

づ

け
て
い

る
」
と
歴れ

き

史し

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
た
。

　

当と
う

日じ
つ

早そ
う

朝ち
ょ
うに
到と

う

着ち
ゃ
くし
た

照て
る

井い

江え

差さ
し

町ち
ょ
う

長ち
ょ
う

ら
６
人に

ん

慶け
い

祝し
ゅ
く

来ら
い

伯は
く

「
あ
と
５
０
年ね

ん

続つ
づ

け
て
ほ
し
い
」

　

そ
う
思お

も

っ
て
い
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

に
、
こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
日に

っ

系け
い

研け
ん

修し
ゅ
う

募ぼ

集し
ゅ
うは
朗ろ

う

報ほ
う

だ
。
１
６
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

（
本ほ

ん

部ぶ

＝

神か

奈な

川が
わ

県け
ん

横よ
こ

浜は
ま

市し

）
業

ぎ
ょ
う

務む

部ぶ

の
佐さ

藤と
う

な
ぎ
さ
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実じ

っ

施し

す

る
日に

っ

系け
い

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

（B
o

l-

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

も
参さ

ん

加か

可か

能の
う

sas d
e estu

d
o

s d
o 

P
rogram

a de Trein -
am

ento para C
om

u-
n

id
ad

e N
ikkei

）
で
は

非ひ

日に
っ

系け
い

の
参さ

ん

加か

を
認み

と

め
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
出で

て
き
て
い
る
と

い
う
。

　
「
昨さ

く

年ね
ん

も
何な

ん

人に
ん

か
非ひ

日に
っ

系け
い

の
方か

た

が
研け

ん

修し
ゅ
うに
参さ

ん

加か

さ
れ
て

い
ま
し
た
よ
」
と
の
こ
と
。

た
だ
し
、
当と

う

然ぜ
ん

の
こ
と
な
が

ら
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
こ
と

が
条

じ
ょ
う

件け
ん

だ
。

　

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

が
日に

本ほ
ん

側が
わ

引ひ

き
受う

け
団だ

ん

体た
い

に
な
っ

て
い
る
項こ

う

目も
く

だ
け
で
「
食し

ょ
く
を

通つ
う

じ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

」

（
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
調

ち
ょ
う

理り

技ぎ

術じ
ゅ
つ

習し
ゅ
う

得と
く

、
特と

く

産さ
ん

品ひ
ん

開か
い

発は
つ

、
食し

ょ
く
を
通つ

う

じ
た
地ち

域い
き

お
こ

し
）、「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

活か
つ

動ど
う

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育い

く

成せ
い

」（
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

・
歴れ

き

史し

の
基き

礎そ

知ち

識し
き

習し
ゅ
う

得と
く

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

活か
つ

動ど
う

事じ

業ぎ
ょ
うの
企き

画か
く

実じ
っ

施し

方ほ
う
ほ
う法
の
習

し
ゅ
う

得と
く

）、「
日に

っ

系け
い

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の

運う
ん

営え
い

管か
ん

理り

」（
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

運う
ん

営え
い

に
必ひ

つ

要よ
う

な
現げ

ん

状じ
ょ
う

分ぶ
ん

析せ
き

や
戦せ

ん

略り
ゃ
く

立り
つ

案あ
ん

、
組そ

織し
き

運う
ん

営え
い

）、

「
和わ

菓が

子し

を
通つ

う

じ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

」（
和わ

菓が

子し

製せ
い

造ぞ
う

・
３
２
５
１
・
２
６
５
５
）、

Ｅ
メ
ー
ル
（jicab

rsp
-

bolsa@
jica.go.jp

）ま
で
。

　

２
０
２
０
年ね

ん

後こ
う

半は
ん

分ぶ
ん

（
１
０
月が

つ

か
ら
２
０
２
１
年ね

ん

３
月が

つ

実じ
っ

施し

）
に
関か

ん

し
て
は
、

来ら
い

年ね
ん

１
月が

つ

３
０
日に

ち

に
申も

う

し
込こ

み
開か

い

始し

、
３
月が

つ

３
１
日に

ち

ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

に
研け

ん

修し
ゅ
うに
行い

っ
て
か

ら
人ひ

と

が
変か

わ
っ
た
み
た
い
に
な

っ
た
」
と
い
う
声こ

え

を
よ
く
聞き

く
。
こ
れ
を
機き

会か
い

に
、
日に

っ

系け
い

子し

孫そ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
非ひ

日に
っ

系け
い

に
も
訪ほ

う

日に
ち

研け
ん

修し
ゅ
うを
体た

い

験け
ん

さ
せ

て
み
て
は
。（
深ふ

か

）

（７） ２０１９年第５３５２号 	１０月	１９日	（土曜日）

『
歴れ

き

史し

を
見み

つ
め
て
、
110
周し

ゅ
う

年ね
ん

』

創そ
う

立り
つ

10
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
書し

ょ

籍せ
き

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

伯
はっ

国
こく

ＮＡＫ

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

一
いち

同
どう

で記
き

念
ねん

の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

伯は
っ

国こ
く

支し

部ぶ

創そ
う

立り
つ

30
周し

ゅ
う

年ね
ん

い
」
と
い
う
第だ

い

一い
ち

印い
ん

象し
ょ
うだ
っ
た

が
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

の
師し

匠し
ょ
うが
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

を
始は

じ

め
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
自じ

分ぶ
ん

も
歌う

た

う
よ
う
に
。
今い

ま

で
は
「
難む

ず
か

し
い
曲き

ょ
く

に
ぶ
つ
か
っ

て
い
く
の
が
良よ

い
」
と
言い

い
、

２
０
１
６
年ね

ん

に
は
優ゆ

う

勝し
ょ
う

し
、

日に

本ほ
ん

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし

た
程ほ

ど

ハ
マ
っ
た
。「
民み

ん

謡よ
う

の
王お

う

様さ
ま

」
と
言い

わ
れ
る
だ
け
に
、

面お
も

白し
ろ

さ
を
知し

る
と
辞や

め
ら
れ

平ひ
ら

田た

ジ
ョ
エ
、
秘ひ

密み
つ

の
演え

ん

出し
ゅ
つ

明あ

か
す

『
即そ
く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

』
奉ほ
う

祝し
ゅ
く

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

□記
き

者
しゃ

の眼
め

□

イ
オ
リ
ン
奏そ

う

者し
ゃ

、
レ
プ
レ
ー

ザ
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
阿あ

波わ

踊お
ど

り
、
ア
ギ

ア
・
デ
・
オ
ウ
ロ
の
サ
ン
バ
な

ど
も
共

き
ょ
う

演え
ん

す
る
。

　
「
北ほ

く

東と
う

伯は
く

の
踊お

ど

り
も
シ
ョ
ー

に
入い

れ
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
予よ

定て
い

」
と
言い

い
、
伯に

っ

国こ
く

な
ら
で
は
の
日に

っ

伯は
く

を
融ゆ

う

合ご
う

さ

せ
た
特と

く

別べ
つ

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
。
平ひ

ら

田た

さ

ん
は
「
皇こ

う

室し
つ

へ
の
敬け

い

意い

を
伝つ

た

え
ら
れ
れ
ば
」
と
語か

た

っ
た
。

の
基き

礎そ

知ち

識し
き

習し
ゅ
う

得と
く

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

と
し
て
の
和わ

菓が

子し

理り

解か
い

）

な
ど
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
研け

ん

修し
ゅ
うが
い
ろ

い
ろ
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
含ふ

く

め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

が
窓ま

ど

口ぐ
ち

に
な
っ
て
、
実じ

つ

に
１
０
９
も
の

研け
ん

修し
ゅ
うプ
ロ
グ
ラ
ム
が
開か

い

設せ
つ

さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
中な

か

に
は
「
農の

う

業ぎ
ょ
うや
農の

う

産さ
ん

品ぴ
ん

加か

工こ
う

、
流

り
ゅ
う

通つ
う

、
農の

う

村そ
ん

観か
ん

光こ
う

」「
歯し

科か

」「
日に

っ

本ぽ
ん

的て
き

経け
い

営え
い

に
お
け
る
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

」「
モ
ノ

づ
く
り
」「
沖お

き

縄な
わ

の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

的て
き

観か
ん

光こ
う

」「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

支し

援え
ん

」「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

介か
い

護ご

」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
な
ど
、
多た

分ぶ
ん

野や

に
ま
た

が
っ
た
も
の
が
あ
り
、
詳く

わ

し
く

は
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ

ル
事じ

務む

所し
ょ

に
相そ

う

談だ
ん

し
た
方ほ

う

が

良よ

い
。

　

来ら
い

年ね
ん

前ぜ
ん

半は
ん

分ぶ
ん

（
２
０
２
０

年ね
ん

４
月が

つ

か
ら
９
月が

つ

に
実じ

っ

施し

）
の
研け

ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

へ
の
申も

う

し
込こ

み
が
現げ

ん

在ざ
い

、
受う

け

付つ
け

中
ち
ゅ
う

だ
。
来ら

い

年ね
ん

前ぜ
ん

半は
ん

分ぶ
ん

へ
の
申も

う

し
込こ

み
の
締し

め
切き

り
は
今こ

ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

な
の
で
要よ

う

注
ち
ゅ
う

意い

。
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

の
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

（A
lam

eda Santos, 
7

0
0

, 1
5

o. an
d

, Sao 
P

aulo, SP
）、電で

ん

話わ

（
１
１ 

著ち
ょ

、
ロ
ヨ
ラ
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
１
９
６

ペ
ー
ジ
、
日に

ち

ポ
対た

い

訳や
く

）
で
、

１
１
０
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
ま
と
め
た
も
の
。
発は

っ

行こ
う

部ぶ

数す
う

は
１
５
０
０
部ぶ

。

　

書し
ょ

籍せ
き

は
当と

う

日じ
つ

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

に

無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

さ
れ
る
。
今こ

ん

後ご

の
販は

ん

売ば
い

予よ

定て
い

は
な
く
、
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

に
無む

料り
ょ
うで
配は

い

布ふ

す
る
。
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
北き

た

川が
わ

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
９
７
５
３
０
・
９
０ 

８
２
）
ま
で
。

米よ
ね

田た

利り

耕こ
う

さ
ん

さ
ん
が
本ほ

ん

紙し

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、
豪ご

う

ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（In
stitu

do 

　

江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

伯は
っ

国こ
く

大た
い

会か
い

に
第だ

い

１
回か

い

目め

か
ら
参さ

ん

加か

し
て
い
る

有あ
り

熊く
ま

茂し
げ
る

さ
ん
（
８
０
、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

）
は
、「
実じ

つ

は
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

は
大だ

い

嫌き
ら

い
だ
っ
た
」
と
意い

外が
い

な
過か

去こ

を
披ひ

露ろ
う

。「
お
坊ぼ

う

さ
ん
が
お
経き

ょ
う

を
上あ

げ
る
み
た

日に
っ

系け
い

研け
ん

修し
ゅ
う

、
締し

め
切き

り
25
日に

ち

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ

　

日に
っ

系け
い

主し
ゅ

要よ
う

５
団だ

ん

体た
い

が
今こ

ん

月げ
つ

２
２
日に

ち

に
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「『
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

』奉ほ
う

祝し
ゅ
く

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

」

（
福ふ

く

原は
ら

カ
ル
ロ
ス
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

）
で
、
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
の
演え

ん

出し
ゅ
つ
を
担た

ん

当と
う

す
る
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
エ
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